
◆主な記事◆
◎「杉並区子ども・子育て行動計画」
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

ご意見をお寄せください
�
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
素
案
閲
覧
場
所
に
設

置
し
て
あ
る
意
見
提
出
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
�
５
３
０
７
‐
０
６
８
８

で
、８
月
５
日
�
ま
で
に
児
童
課
計
画
担
当
へ
。

�
ご
意
見
に
は
、
住
所
・
氏
名
（
在
勤
の
方
は

勤
務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校

名
と
所
在
地
も
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名

称
、
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
�
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、

ご
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
７
月　

日
�
〜
８
月
５
日
�

２１☆

【
素
案
閲
覧
場
所
】
児
童
課
（
区
役
所
東
棟
三

階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館
、

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー

区では、子どもが育ち、子育てを支える新しい地域社会をつくるために、
杉並のすべての人々が一体となって取り組む指針として「杉並区子ども・
子育て将来構想」を策定しました。そして、この将来構想の実現にむけて
「杉並区子ども・子育て行動計画」の素案を策定しましたので、概要をお
知らせし、「杉並区自治基本条例」に基づく区民意見の提出手続きにより、
皆さんのご意見を伺います。

――問い合わせは、児童課計画担当へ。

「
杉
並
区
子
ど
も
・
子

育
て
将
来
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」　

月　
１１

２１

日
号
で「
杉
並
区
子
ど
も
・
子
育

て
将
来
構
想
」素
案
を
公
表
し
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
一
七
件
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
素
案
を
修
正
し

将
来
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

将
来
構
想
は　

年
度
か
ら
お

１７

お
む
ね
一
〇
年
程
度
を
見
す
え

た
子
ど
も
・
子
育
て
分
野
の
指

針
で
す
。
将
来
構
想
全
文
と
い

た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
、
そ

れ
に
対
す
る
区
の
考
え
方
は
、

右
下
記
の
行
動
計
画
素
案
閲
覧

場
所
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
主
な
修
正
個
所
と

概
要
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

〈素案の修正個所〉
区の考え方主な意見分類

将来像は変更しませんが、次の説明を追加しました。
「子どもたちが自らの可能性を広げ、存分にその力を
発揮していけるまち、家族が子育ての楽しさや幸せ
を実感できるまち、そんな子どもたちの成長や家族
の営みを温かく見守り、力強く応援するまちを、杉並
に暮らし、活動するすべての人々、事業者、行政が力
をあわせてつくっていきます」

「すべての子どもと大人
でつくる新しい杉並」とい
う将来像の「新しい杉並」
が目指す姿がわかりにく
い。

将来像

基本理念３を次のとおり変更しました。
「子どもと大人の参画による新しい杉並づくり」

基本理念３「子どもと大人
による新しいしくみづく
り」の「しくみづくり」は
理念ではなく、目標に適す
る言葉である。

基本理
念

目標４の基本方針に、次の項目を追加しました。
〇養育困難や虐待問題などの相談にきめ細かく対応
できる区の子どもと家庭の支援体制を強化します。

目標４の基本方針につい
て、問題が発生したとき
に、相談できる窓口を一本
化してほしい。児童虐待対
策を充実してほしい。

目標と
基本方
針

� ������������������������������

　

「
杉
並
区
子
ど
も
・
子
育
て

行
動
計
画
」
は
、
一
〇
年
後
に

将
来
構
想
が
目
指
す
将
来
像

「
す
べ
て
の
子
ど
も
と
大
人
で

つ
く
る
新
し
い
杉
並
」
の
実
現

に
む
け
、
ま
ず　

〜　

年
度
ま

１７

２１

で
の
前
期
五
年
間
に
、
区
が
緊

急
に
、
優
先
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
推
進
策
を
計
画
化
し
た
も

の
で
す
。

　

身
近
に
相
談
で
き
る
相
手
が

い
な
い
、
育
児
に
自
信
が
も
て

な
い
と
い
う
悩
み
や
不
安
を
も

ち
、
孤
立
し
て
い
る
親
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
子
ど
も
同
士
や
異
年
齢

者
と
の
交
流
機
会
が
減
少
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
育
ち
に
く

い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
温
か
く

見
守
り
、
力
強
く
応
援
す
る
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
行
動
計
画
で
は
�

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援

〈意見交換会〉
定員会　　場日　　時

８０名
西荻地域区民
センター（桃
井４‐３‐２）

７月３０日�
午後２時３０
分～４時

６０名
あんさんぶる
荻窪（荻窪５‐
１５‐１３）

８月２日�
午後６時３０
分～８時
※託児あり。希望者は７月２５日までに
児童課へお申し込みください。

す
る
�
子
ど
も
の
自
立
と
社
会

性
を
育
む
�
子
ど
も
・
子
育
て

を
支
え
あ
う
地
域
を
つ
く
る
、

の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
五
つ
の

推
進
プ
ラ
ン
を
柱
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
、「
重
点
事
業
」
と
推
進

し
て
い
く
事
業
（
右
表
）
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

区
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

子
ど
も
が
育
ち
、
子
育
て
を
支

え
あ
う
地
域
の
基
盤
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

意
見
交
換
会
の
開
催

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り 

当
日
、
直
接
会
場
へ
（
先
着
順
）

時

場

定

申

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た　

���������	
������������
� �������������������������������������

� �������������������������������������

「すべての子どもと大人でつくる新しい杉並」の実現にむけ「すべての子どもと大人でつくる新しい杉並」の実現にむけてて

　▲中・高校生と赤ちゃんのふれあい事業（富士見丘中学校）

〈５つの推進プランと重点事業〉
重点事業と主な推進事業推進プラン

◎「（仮称）杉並子育て応援券」（いわゆるバウチャ
ー制度）※の導入と基盤整備
○新たな一時預かり（仮称・ひととき保育）の設置　○産後支援ヘ
ルパーの拡充　○つどいの広場の設置　○産婦・新生児訪問の拡大

だれでも気軽に
利用できるよう
子育てサービス
を広げます

１

◎保育園入所待機児と延長保育待機児ゼロの実現
○障害のある子ども・家庭への支援の充実　○ひ
とり親家庭への支援の推進

ニーズに応じた
きめ細やかな支
援を行います

２

◎青少年自立応援プロジェクトの推進
○中・高校生と赤ちゃんのふれあい事業の推進　○未成年の飲酒・
喫煙・薬物乱用防止対策の推進　○キッズホームページの拡充

子どもの自立を
促し社会参画を
進めます

３

◎子育てサイトの開設と相談機能・児童虐待防止対
策の強化
○小児の救急医療体制の拡充　○学校の危機・安
全対策の拡充

安心な子育て環
境を確保します４

◎子育てメッセの開催と応援者の育成
○子ども・子育てにやさしい取組みを行う企業の
普及促進　○子育ての担い手の育成

地域で応援する
子ども・子育て
環境を整えます

５

（注）１.◎は重点事業、○は主な推進事業。２.※一時預かりなどの子育てサービ
スに利用できる区独自で発行する利用券。
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〈たたき台の主な修正点〉
修正理由修正点（太字部分）

高井戸中学校検討協
議会の検討内容を反
映しました。

○通学区域変更の実施時期等

学校適正配置計画第
三者委員会からの意
見・提言および現在
の児童・生徒数から
判断した受け入れ可
能人数を反映しまし
た。

○学校希望制による受け入れ枠の縮小
児童・生徒数を適正規模としていくため、対象校
については、学校規模が適正規模に安定するまで
の間、学校希望制による受け入れ枠を１校あたり
１０名から３０名程度に縮小する。

家庭での負担が増す
ことの区民意見およ
び学校適正配置計画
第三者委員会からの
意見・提言を反映し
ました。

○兄弟姉妹について（追加）
　通学区域の変更により、住所地が通学区域外に
なった場合でも、児童・生徒、保護者の意向に沿
って、兄弟姉妹が同じ学校に在学できるように配
慮する。

変更協議開始
時期（※１）

変更予定
時期学　校　名

１６年１１月

協議会
（※２）で
の検討を
待って決
定する

高井戸中学校１

おおむね変更
予定時期の２
年前

１９年４月桃井第一小学校２
１９年４月井荻中学校３
２０年４月浜田山小学校４

（注）※１＝変更協議開始時期は、各校ごとに通学区
域の検討を開始する時期である。※２＝杉並区
立高井戸中学校適正配置（通学区域の変更）検
討協議会設置要綱（平成１６年１１月９日付１６杉教
第８５０６号）により設置した。

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
６
月　
２１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
区
民
意
見
と
学
校
適
正
配

置
計
画
第
三
者
委
員
会
の
提
言

を
も
と
に
、「
杉
並
区
立
小
中
学

校
第
一
次
適
正
配
置
計
画
（
通

学
区
域
の
変
更
）」を
教
育
委
員

会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
修
正
点
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
全
文
は
次
の
場

所
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

▽
閲
覧
場
所
＝
教
育
委
員
会
事

務
局
庶
務
課
（
区
役
所
東
棟
六

階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
、
図
書
館

　
 

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

適
正
配
置
担
当

問

　

昨
年
の
７
〜
８

月
に
、
区
内
で
は

三
九
人
の
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）

が
交
通
事
故
で
け

が
を
し
ま
し
た
。

　

外
に
出
か
け
る

こ
と
も
多
い
時
期
で
す
。
い
つ

も
よ
り
、
十
分
気
を
つ
け
て
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
夏
の
良
い
思

い
出
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
交
通
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警

察
署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０

１
１
０
／
高
井
戸
�
３
３
３
２

‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９

７
‐
０
１
１
０
）

問

区
立
小
中
学
校

区
立
小
中
学
校

第
一
次
適
正
配
置
計
画

第
一
次
適
正
配
置
計
画

（
通
学
区
域
の
変
更
）
を

（
通
学
区
域
の
変
更
）
を

策
定
し
ま
し
た

策
定
し
ま
し
た

　
 

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

問

　

４
月
・
６
月
・
８
月
に
天

引
き
さ
れ
る
保
険
料
は
、
２

月
と
同
じ
金
額
で
仮
の
特
別

徴
収
額
と
し
て
天
引
き
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
確
定
し
た　
１７

年
度
区
民
税
な
ど
を
も
と
に

新
た
な
保
険
料
額
を
決
定

し
、
８
月
分
ま
で
の
保
険
料

額
を
差
し
引
い
て
調
整
し
、

　

月
以
降
の
天
引
き
額
と
し

１０た
も
の
で
す
。

▽　

月
よ
り
新
た
に
年
金
か

１０
ら
天
引
き
と
な
る
方

　

今
ま
で
保
険
料
を
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
、

　

年
４
月
１
日
現
在
、老
齢
・

１７退
職
年
金
給
付
が
月
額
一
万

五
〇
〇
〇
円
（
年
額
一
八
万

　

年
度
介
護
保
険
料
の

１７納
入
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す

◇
介
護
保
険
料
を
個
人
で
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る

方
（
普
通
徴
収
）

　

お
送
り
す
る
納
入
通
知
書

（
８
月
〜　

年
３
月
ま
で
の

１８

八
カ
月
分
）
は
、
確
定
し
た

　

年
度
区
民
税
等
を
も
と
に

１７新
た
に
保
険
料
額
を
決
定

し
、
４
月
に
通
知
し
た
保
険

料
（
４
〜
７
月
ま
で
の
四
カ

月
分
）
を
差
し
引
い
て
調
整

し
た
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

（
特
別
徴
収
）

付
書
兼
領
収
証
書
」
が
同

封
さ
れ
て
い
る
方

　

区
や
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
で
保
険
料
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
に
便
利
な
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
書
を
同
封

し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

方
は
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
（
手
続
き
完
了
に
は
二

カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）。

介
護
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
の
未
払
い
が
あ
る

と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
時
に
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い

っ
た
ん
全
額
お
支
払
い
い
た

だ
い
た
り
、
通
常
一
割
の
利

用
者
負
担
額
が
三
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
給
付
制

限
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

円
）
以
上
あ
る
方
は
、　

月
１０

よ
り
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま

す
。

※
８
月
・
９
月
分
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

納
入
通
知
書
別
の
保
険

料
の
納
め
方

◇
「
平
成　

年
度
介
護
保
険

１７

料
納
入
通
知
書
」
だ
け
が

届
い
た
方

　

次
の
�
�
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
ま
す
。
区
や
金
融
機

関
な
ど
の
窓
口
で
直
接
保
険

料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
る
方

�
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る

方◇
「
杉
並
区
介
護
保
険
料
納

で
も
、
交
通
事
故
に
は

で
も
、
交
通
事
故
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
！

十
分
気
を
つ
け
て
！

で
も
、
交
通
事
故
に
は

で
も
、
交
通
事
故
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
！

十
分
気
を
つ
け
て
！

幼
い
子
ど
も
は
、
安
全
確

認
を
し
な
い
で
、
急
に
か

け
出
し
た
り
し
ま
す
。
子

ど
も
と
出
か
け
る
際
は
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
飛
び
出
し
を
想

定
で
き
る
場
所
で
は
、
巻

き
込
み
事
故
防
止
な
ど
、

車
の
運
転
に
も
特
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

遊
び
に
行
く
時
な
ど
、
車

道
に
急
に
飛
び
出
す
こ
と

は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書

を
発
送
し
ま
す

�さぁ、楽しい夏休み！

止
ま
っ
て
い
る
車
の
そ
ば

を
自
転
車
で
通
る
時
は
、

必
ず
一
度
止
ま
っ
て
前
後

の
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　環境先進都市を目指すた
め、環境に貢献した方々を
表彰します（自薦も可）。
　過剰包装の抑制を大きな
テーマに掲げています。
　表彰式は１０月に開催する
環境博覧会で行う予定で
す。
　 �薄着賞＝環境にや
さしい包装技術開発や簡易包装など環境に配慮した商品または事業
者�厚着賞＝過剰包装を行うなど環境に配慮の乏しい商品または事
業者�環境にやさしいで賞＝過剰包装の抑制を行うなど環境意識の
高い区民または事業者 応募資格＝区内在住・在勤・在学の方 フ
ァクスまたはＥメールに、住所・氏名・電話番号、該当すると思わ
れる賞名・商品名（メーカー名）または事業者名、選ぶ理由をでき
るだけ詳しく書いて、８月１０日（必着）までに清掃管理課ごみ減量
担当�３３１２‐２３０６、�seiso-kanri@city.suginami.lg.jpへ。区ホー
ムページまたは応募箱（清掃管理課〈区役所西棟７階〉、区民事務
所・分室、駅前事務所、消費者センター〈あんさんぶる荻窪３階〉、
図書館〈成田を除く〉に設置）でも応募できます 同担当

内

対 申

問

�
昨
年
の
表
彰
式（
厚
着
賞
）

表彰対象者募集！
すぎなみ環境賞
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

〈表２　難病患者福祉手当対象疾病〉（１７年７月１日現在）
疾　　病　　名疾　　病　　名

膿疱性乾癬３８スモン１
広範脊柱管狭窄症３９ベーチェット病２
ミオトニー症候群４０重症筋無力症３
特発性好酸球増多症候群４１全身性エリテマトーデス４
原発性胆汁性肝硬変４２多発性硬化症５
強直性脊椎炎４３再生不良性貧血６
重症急性膵炎４４筋萎縮性側索硬化症７
特発性大腿骨頭壊死症４５サルコイドーシス８
びまん性汎細気管支炎４６特発性血小板減少性紫斑病９
混合性結合組織病４７強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎１０
ミトコンドリア脳筋症４８結節性動脈周囲炎１１
原発性免疫不全症候群４９天疱瘡１２
遺伝性（本態性）ニューロパチー５０潰瘍性大腸炎１３
特発性間質性肺炎５１ビュルガー病１４
プリオン病５２高安病１５
網膜色素変性症５３劇症肝炎１６
遺伝性ＱＴ延長症候群５４脊髄小脳変性症１７
原発性肺高血圧症５５クローン病１８
先天性ミオパチー５６パーキンソン病関連疾患１９
神経線維腫症５７悪性関節リウマチ２０
網膜脈絡膜萎縮症５８悪性高血圧２１

進行性筋ジストロフィー５９モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞
症）２２

ウイルソン病６０点頭てんかん２３
慢性炎症性脱髄性多発神経炎６１ネフローゼ症候群２４
骨髄線維症６２先天性血液凝固因子欠乏症等２５
亜急性硬化性全脳炎６３人工透析を必要とする腎不全２６

バッド・キアリ症候群６４アミロイドーシス（原発性アミロ
イド症）２７

特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高
血圧型）６５後縦靭帯骨化症２８

ライソゾーム病（ファブリー病
を含む）６６ハンチントン病２９

副腎白質ジストロフィー６７ウェゲナー肉芽腫症３０
脊髄性筋萎縮症６８母斑症３１
アレルギー性肉芽腫性血管炎６９特発性拡張型心筋症３２
原発性硬化性胆管炎７０シェーグレン症候群３３
肝内結石症７１多系統萎縮症３４
自己免疫性肝炎７２多発性嚢胞腎３５

特発性肥大型心筋症（拡張相）７３表皮水疱症（接合部型及び栄養障
害型）３６

成人スティル病７４特発性門脈圧亢進症３７

〈表１　心身障害者（児）手当等〉
手当額（月額）対象となる方手当等の種類

１万７０００円次のいずれかに該当する２０歳以上の障害者�身体障害者手帳
１・２級�愛の手帳１～３度�脳性マヒまたは進行性筋萎縮症心身障害者福祉手

当（◎〇△□）
１万１５００円次のいずれかに該当する障害者�身体障害者手帳３級�愛の手

帳４度

１万７０００円
次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方�身
体障害者手帳１・２級程度�愛の手帳１～３度程度�脳性マヒ
または進行性筋萎縮症

障害手当（◎〇□）

１万５００円心身障害者福祉手当受給者または障害手当の対象児童で、寝た
きり状態などでいつも介護を必要とする方を介護している方介護手当（〇△□）

２万６５２０円
在宅の２０歳以上で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１・
２級程度と愛の手帳１・２度程度の障害が重複している状態）
などがあるため、常時特別な介護が必要な方

特別障害者手当
（◎□）

１万４４３０円
２０歳未満で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１級（２
級の一部）程度または愛の手帳１度（２度の一部）程度）など
があるため常時介護が必要な方

障害児福祉手当
（◎〇□）

１級＝
５万９００円
２級＝
３万３９００円

次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方
�身体障害者手帳１～３級（４級の一部）程度�愛の手帳１～
３度程度�日常生活に著しい制限を受ける精神または身体上の
障害を持つ児童

特別児童扶養手当
（◎〇□）

１万４４３０円昭和６１年３月３１日で廃止後、経過措置に該当する方のみ福祉手当（◎〇□）

６万円

次のいずれかに該当する方�重度の知的障害者で、日常生活に
おいて常時特別な配慮が必要である�重度の知的障害と重度の
身体障害が重複している�重度の肢体不自由者で、両上肢、両下
肢の機能が失われ、かつ座っていることが困難である

重度心身障害者手
当（◎〇□△）

１万６５００円区が定めた難病疾病（表２）を有する方難病患者福祉手当
（◎〇△□）

次のいずれかに該当する方に、保険診療の自己負担分（老人保健法に準じた一
部負担金を除く）を助成。�身体障害者手帳１・２級（内部障害は３級まで）
�愛の手帳１～３度�脳性マヒまたは進行性筋萎縮症

心身障害者医療費
助成（◎△□）

単独で屋外活動をすることが困難な、２０歳以上の重度の脳性マヒ者で身体障害
者手帳１級の方を介護している家族の方
介護人に支払う手当＝１回１日単位で月１２回以内・１回６５６０円

重度脳性マヒ者介
護人事業（○□）

障害者の保護者が死亡または心身の機能を著しく喪失した状態になったとき、
障害者に年金を給付。次のいずれかに該当する障害者の保護者で都内在住者。
�身体障害者手帳１～４級（平衡機能障害、体幹機能障害は５級まで）�愛の
手帳１～４度�一定程度以上の症状を有する精神障害�脳性マヒ�進行性筋
萎縮生�自閉症
年金額は月３万円（特約付加加入者は１万円加算）。掛け金は加入者の年齢に
応じて異なる。掛け金払込期間は２０年。

心身障害者扶養年
金（△）

※◎＝所得制限あり、〇＝併給制限あり、△＝６５歳以上の制限あり、□＝入院状況・施設入所などによる制
限あり。

　心身に障害のある方や難病の方に、各種手当の支給や医
療費の助成などを行っています。
　手当等の内容は、左表１・２のとおりです。すでに手当
を受給されている方は手続きは不要です。対象となる方で、
まだ受けていない方は手続きをしてください。
　なお、所得制限（表３）、新規６５歳以上の制限、他の手当
や年金との併給制限、施設入所制限に該当する方は受給で
きません。
　 障害者施策課障害者福祉係（区役所東棟１階１３番窓口）問

〈表３　所得制限額〉
�受給者が２０歳以上の場合は本人所得
�受給者が２０歳未満の場合は扶養義務者などの所得

所得額収入額扶養親族の数
３６０万４０００円５１８万００００円０　人
３９８万４０００円５６５万６０００円１　人
４３６万４０００円６１３万２０００円２　人
４７４万４０００円６６０万４０００円３　人
５１２万４０００円７０２万７０００円４　人
５５０万４０００円７４４万９０００円５　人

（注）１．収入額は給与所得者を例として、給与所得控除をする前の金額
です。なお、世帯の状況などに応じて各種控除が受けられる場合が
あります。２．特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害児福祉手
当は所得制限額が異なります。詳しくは、障害者福祉係へお問い合
わせください。

障害者・難病患者のみなさんへ障害者・難病患者のみなさんへ

不
法
投
棄
で
す
。
ゴ
ミ
箱
の
な

い
公
園
で
は
、
必
ず
ゴ
ミ
を
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
自
転
車
・
バ
イ
ク
置
き
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　

通
勤
・
通
学
使
用
の
自
転
車
・

バ
イ
ク
を
、
公
園
に
駐
車
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
花
火
の
後
始
末
は
し
っ
か
り

と

　

住
宅
と
接
し
て
い
る
公
園
が

多
い
の
で
、
打
ち
上
げ
花
火
や

音
の
出
る
花
火
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。
遊
び
終
わ
っ
た
ら
、
し

っ
か
り
後
片
付
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
流
れ
（
小
川
）
で
の
水
遊
び

　

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
、
公

園
の
流
れ
に
水
を
流
し
ま
す
。

�
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護
者
が

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
水
は
消
毒
し
て
い
ま
す
が
、

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
足
の
ケ
ガ
を
防
止
す
る
た

め
、
く
つ
な
ど
を
履
い
て
く
だ

さ
い
。

◇
犬
の
散
歩
利
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
犬
を
連
れ
て
利
用
で

き
る
区
立
公
園
は
、
井
草
森
・

馬
橋
・
蚕
糸
の
森
・
塚
山
・
柏

の
宮
公
園
の
五
カ
所
で
す
（
都

立
公
園
は
、
犬
を
連
れ
て
の
利

用
可
能
）。

　

引
き
綱
（
リ
ー
ド
）
を
つ
け

る
、
フ
ン
を
持
ち
帰
る
、
水
遊

び
場
や
花
壇
に
入
れ
な
い
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
そ
の
他

　

子
ど
も
会
や
町
会
行
事
な
ど

で
公
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、

公
園
占
用
許
可
申
請
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

公
園
施
設
・
不
審
物
な
ど
お

気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

公
園
や
緑
地
は
、
身
近
な 
憩 いこ

い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。
他

の
利
用
者
や
近
隣
へ
の
迷
惑
、

危
険
を
防
ぐ
た
め
利
用
マ
ナ
ー

と
ル
ー
ル
を
守
り
、
楽
し
く
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
早
朝
・
夜
間
は
静
か
に

　

早
朝
・
夜
間
の
サ
ッ
カ
ー
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
練

習
は
、
振
動
・
騒
音
を
伴
い
ま

す
の
で 
止 
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

や

公
園
利
用
者
の
話
し
声
が
響

き
、
寝
ら
れ
な
い
と
の
ご
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
就
寝

中
の
方
の
た
め
に
、
夜
間
は
も

ち
ろ
ん
、
早
朝
利
用
の
方
も
静

か
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん

　

粗
大
ゴ
ミ
や
家
庭
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

�
蚕
糸
の
森
公
園
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●
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
公
園
利
用
●

　
 

公
園
緑
地
課

問

� ������������������

�� �����������������

福祉手当等の申請は福祉手当等の申請は
お済みですか？お済みですか？
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区民の皆さんからいただいた声と、それに対する区からの
回答を掲載します（３カ月に一度掲載の予定）。今回は、
４月以降にいただいた声の中からご紹介します。

――問い合わせは、区政相談課へ。
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区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののののののののののののののの区民の

声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららから

　

区
で
は
、
こ
の
４
月
か
ら

一
部
地
域
の
集
積
所
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く
）

の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

つ
い
て
も
、
従
来
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
拠
点
回

収
の
方
法
に
加
え
、
集
積
所

回
収
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
や
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
、
分
別
方
法
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

　

二
つ
の
事
業
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
を
拡
大
し
て
い

く
方
向
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ご
み

と
し
て
他
の
不
燃
物
と
一
緒
に
回
収
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
み
の
回
収

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

予
約
し
た
本
の
待
ち
人
数

は
、
現
シ
ス
テ
ム
に
は
予
約

照
会
画
面
か
ら
人
数
を
照
会

で
き
る
機
能
を
付
加
し
て
い

な
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
多
く
の
方
か
ら

ご
指
摘
や
ご
要
望
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
予
約
照
会
画

面
で
自
分
が
予
約
し
た
本
の

待
ち
人
数
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
修
正

す
る
方
向
で
、
現
在
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
に
よ
る
予

約
の
回
答
サ
ー
ビ
ス
は
、
現

在
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
す
る
画
面
で
、
パ
ソ
コ
ン

ま
た
は
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

図書館のネット
予約サービス

　

図
書
の
予
約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き

て
、
と
て
も
便
利
な
の
で
す
が
、
あ
と
何
人
予

約
し
て
い
る
か
が
予
約
状
況
照
会
画
面
で
分
か

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

予
約
本
が
準
備
で
き
た
時
に
、
お
知
ら
せ
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関
）
に
関

す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
も
近
年
の
特
徴
と
い
え
ま

す
。

　

区
政
相
談
課
で
は
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
、氏
名
・

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
に
配
慮

し
た
う
え
で
、
管
轄
の
機
関
に

区
民
か
ら
の
ご
意
見
と
し
て
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
方
法
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
入
力
が
最
も
多

く
、
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

（
左
上
図
参
照
）
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年
度
に
区
民
の
皆
さ
ん
か

１６
ら
い
た
だ
い
た
声
は
、
三
三
一

七
件
で
し
た
。

　

こ
れ
は　

年
度
の
三
五
五
九

１５

件
と
比
べ
、
約
６
・
８
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
内
容
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
が
、
道
路
・
交

通
・
放
置
自
転
車
関
係
、
清
掃
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
関
係
、
学
校

教
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
対

し
て
、
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
特
徴
的
な
ご
意
見

と
し
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
規
制
、
区
立
小
・
中
学
校

の
適
正
配
置
、
土
地
の
跡
地
利

用
（
三
井
上
高
井
戸
運
動
場
、

警
察
大
学
校
）、
地
震
の
救
援
・

相
互
協
定
に
関
す
る
も
の
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
区
の
所
管
で
は

な
く
、
他
の
機
関
（
東
京
都
の

公
園
・
道
路
や
警
察
署
、
Ｊ
Ｒ
・

　

区
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

声
は
、
区
長
が
読
ま
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
所
管
部
署
で

対
応
し
、
で
き
る
限
り
事
業
の

改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
名
・
住
所
の
明
ら

か
な
方
に
は
、
可
能
な
か
ぎ
り

回
答
を
し
て
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

よ
り
住
み
や
す
い
杉
並
区
と
し

て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声

皆
さ
ん
の
声
を

皆
さ
ん
の
声
を

区
政
に

区
政
に

反
映
し
ま
す

反
映
し
ま
す

区
政
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
声

区
政
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
声

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談
課
へ
。

��
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

区
で
行
っ
て
い
る
放
置
自

転
車
の
撤
去
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

「
放
置
自
転
車
」
と
は

「
自
転
車
の
利
用
者
が
当
該

自
転
車
か
ら
離
れ
、
直
ち
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
」
を
い
い
ま
す
。

　

区
が
放
置
自
転
車
を
即
時

撤
去
し
て
い
る
の
は
、
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
内
（
駅
周

辺
の
道
路
や
公
共
の
場
所
で

条
例
に
基
づ
き
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
内
）

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
に
限

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
私
有
地
の
中
に
自

転
車
が
完
全
に
納
ま
っ
て
い

れ
ば
撤
去
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
私
有
地
か
ら
、

は
み
出
し
て
い
る
場
合
は
撤

去
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
銀
行
利
用

者
の
自
転
車
に
つ
い
て
も

「
放
置
」
の
状
態
で
あ
る
と

確
認
さ
れ
た
場
合
は
、通
勤
・

通
学
の
場
合
と
同
様
に
撤
去

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

撤
去
す
る
際
は
、
放
置
自

転
車
に
警
告
札
を
は
り
、
一

定
時
間
以
上
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
区
の
職

員
が
確
認
し
て
か
ら
自
転
車

を
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　

撤
去
手
数
料
は
、
自
転
車

法
で
、
放
置
自
転
車
の
撤
去

な
ど
に
要
し
た
費
用
は
当
該

自
転
車
等
の
利
用
者
の
負
担

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
放
置
の
理
由
を
問
う
も

の
で
は
な
く
、
自
転
車
の
撤

去
に
か
か
っ
た
費
用
を
自
転

車
の
所
有
者
の
方
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

駅
前
の
銀
行
周
辺
は
、
放

置
自
転
車
が
多
い
場
所
で
住

民
の
方
か
ら
も
通
行
の
障
害

に
な
る
の
で
撤
去
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
多
く
あ
る
場

所
で
す
。
同
時
に
駐
輪
マ
ナ

ー
や
自
転
車
の
移
動
な
ど
、

利
用
者
間
で
の
苦
情
も
多
く

寄
せ
ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
駅
周
辺

の
銀
行
や
商
店
な
ど
の
駐
輪

場
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
管

理
を
十
分
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
と
も
、
放
置
自
転
車

の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

荻
窪
駅
前
に
あ
る
銀
行
の
敷
地
内
に
自
転
車

を
止
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
担
当
課
で
は
「
歩
道
に
は
み
だ
し
て
い

た
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
だ
れ
か
が
動
か
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
手
数
料
を
払

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

駅前の
放置自転車対策

プラスチック
の分別収集
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平
和
の
つ
ど
い

�
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
・
清
水
将
仁

（
ピ
ア
ノ
）、
西
村
優
子
（
バ
イ

オ
リ
ン
）、江
原
望（
チ
ェ
ロ
）▽

曲
目
＝
カ
ザ
ル
ス「
鳥
の
う
た
」

ほ
か

�
講
演
会
「
猪
口
邦
子
が
語
る

平
和
へ
の
道
筋
」

 　
 

前
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議

日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大

使
・
猪
口
邦
子

◇
展
示
「
戦
場
か
ら
議
場
へ　

国
際
協
力
と
軍
縮
」

　

平
和
へ
の
道
筋
づ
く
り
を
、

国
際
会
議
の
た
だ
中
に
あ
っ
て

実
践
し
て
き
た
猪
口
邦
子
さ
ん

の
著
書
や
、
猪
口
さ
ん
が
力
を

入
れ
て
い
る
小
型
武
器
の
削
減

へ
の
取
り
組
み
、
国
境
な
き
医

師
団
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
パ
ネ
ル
な
ど
で

紹
介
す
る
ほ
か
、
区
内
の 
被  
曝 

ひ 

ば
く

者
団
体
で
あ
る
杉
並
光
友
会
に

よ
る
「
原
爆
と
人
間
展
」
も
開

催
し
ま
す
。

☆

　
 

平
和
の
つ
ど
い
＝
８
月
２

日
�
午
後
６
時
開
演
（
５
時　
３０

分
開
場
）
▽
展
示
＝
８
月
２
日

�
〜
８
日
�
午
前　

時
〜
午
後

１０

７
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

内

▲猪口　邦子

師時
場

１
―　

―　

） 

平
和
の
つ
ど

２２

３２

い
の
み
五
六
八
名
（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

�
作
品
募
集 

平
和
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

／
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

世
界
の
国
や
地
域
で
は
、
今

な
お
平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
主

役
で
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学

四
年
生
〜
中
学
生
（
一
人
一
点

自
作
の
も
の
。
区
立
学
校
生
は

学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
）

 

「
戦
争
を
無
く
し
平
和
な
世

界
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
を
あ
ら
わ
す
作

品
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
入
れ
て
も

入
れ
な
く
て
も
よ
い
）
▽
色
＝

自
由
▽
大
き
さ
＝
四
二
�
×
二

九
�
〜
五
五
�
×
四
四
�
▽
審

査
員
＝
区
立
小
・
中
学
校
教
諭
、

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
関
係
者
▽

入
賞
＝
小
・
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ

金
賞
三
点
、
銀
賞
五
点
、
銅
賞

七
点
の
計
三
〇
点
。
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈 

応
募
作
品
の
裏

側
右
下
に
、
学
校
名
・
学
年
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
９
月　

日
（
必

３０

着
）
ま
で
に
男
女
共
同
参
画
推

進
担
当
へ 

�
応
募
者
全
員
に

参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
�
入

賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
�
作

品
の
著
作
権
は
区
に
属
し
、
平

和
啓
発
事
業
に
利
用
す
る
と
と

も
に
、
氏
名
の
表
示
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

定

費

申

対
内

申
他

着
）
ま
で
に
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
「
楽
器
教
室

係
」（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―
６
―
１
）
へ 

楽
器
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
有
料

で
楽
器
を
レ
ン
タ
ル
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い

◇
２
０
０
４
年
生
発
表
会

　

修
了
生
が
一
年
間
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

　
 

８
月
２
日
�
午
後
２
時
開

演（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ
オ

３０

ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
・
フ
ル

ー
ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　
 

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
�
５
３
７
８
‐
６
３

１
１

他

時

場

内

費

申

問

―　

） 

バ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ

３２
ロ
・
フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
レ
ッ
ス
ン
。
一
年
間
の
教

室
修
了
後
、
発
表
会
を
開
催
し

ま
す 

日
本
フ
ィ
ル
楽
団
員 

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
一
年
間

通
し
て
参
加
で
き
る　

歳
以
上

６０

の
方 

各
楽
器
一
〇
名（
抽
選
）

 

四
万
四
〇
〇
〇
円
（
初
回
レ

ッ
ス
ン
時
に
一
括
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
８

面
記
入
例
参
照
）
に
、
希
望
楽

器
、
楽
器
歴
、
在
勤
の
方
は
勤

務
先
も
書
い
て
、８
月　

日（
必

２５

内
師

対

定

費

申

�
日
本
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に

よ
る 

　

歳
か
ら
の
楽
器
教
室

６０
　

あ
こ
が
れ
だ
っ
た
楽
器
に
親

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月
〜　

年
７
月
、
午
後

１８

１
時
〜
５
時
の
間
の
二
時
間

（
左
表
参
照
・
計
二
〇
回
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

時

場

団
夢
現
舎
▽
演
出
＝
小
竹
林
早

雲
▽
出
演
＝
益
田
喜
晴
、
齋
藤

真
、大
野
寛
嘉
、春
日
裕
美
ほ
か

 

一
般
三
〇
〇
〇
円
（
当
日
三

五
〇
〇
円
）、学
生
二
〇
〇
〇
円

（
当
日
三
〇
〇
〇
円
）、
区
民
二

七
〇
〇
円（
前
売
の
み
）※
９
月

２
日
�
午
後
２
時
の
公
演
は
、

前
売
・
当
日
と
も
一
五
〇
〇
円

（
チ
ケ
ッ
ト
は
劇
団
扱
い
の
み
）

 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
＝
７
月

　

日
�
午
後
１
時
（
販
売
窓
口

２９は
右
記
参
照
） 

劇
団
夢
現
舎

�
３
３
１
８
‐
０
７
５
６

費申

問

��������������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年

記
念
企
画 

ド
イ
ツ
フ
ェ
ア

◇
伯
林
（
ベ
ル
リ
ン
）
大
都
会

交
響
楽（
ド
イ
ツ
無
声
映
画
・

ジ
ャ
ズ
＆
ポ
エ
ト
リ
ー
）

　
 

８
月　

日
�
午
後
７
時
開

１９

演
（
６
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

第
一
部
＝
１
９
２
０
年
代
の

ベ
ル
リ
ン
を
描
い
た
無
声
映
画

の
傑
作「
伯
林
大
都
会
交
響
楽
」

を
上
映
し
な
が
ら
高
瀬
ア
キ
と

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・

シ
ュ
リ
ッ
ペ
ン
バ
ッ
ハ
ほ
か
の

即
興
演
奏
／
第
二
部
＝
区
内
在

住
の
詩
人
・
白
石
か
ず
こ
の
詩

の
朗
読
と
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
▽
出

演
＝
高
瀬
ア
キ
、
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
リ
ッ
ペ

ン
バ
ッ
ハ
（
ピ
ア
ノ
）、
イ
ル
ヴ

ァ
イ
ブ
（
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
）、

伊
藤
君
子
・
柴
田
暦
（
ボ
ー
カ

ル
）、
井
野
信
義
（
ベ
ー
ス
）
▽

特
別
出
演
＝
白
石
か
ず
こ（
詩
・

朗
読
）、
シ
ヲ
バ
ラ　

タ
ク
（
写

真
） 

三
〇
〇
〇
円
（
当
日
三

五
〇
〇
円
／
全
席
自
由
・
会
員

割
引
あ
り
） 

チ
ケ
ッ
ト
発
売

＝
販
売
中
（
販
売
窓
口
は
右
下

記
参
照
） 

文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３

時

場

内

費

申
問

５ 

�

h
ttp
://w
w
w
.to

k
y
o
-b
e
rlin
2
0
0
5
.c
o
m
/

�
ド
イ
ツ
フ
ェ
ア
の
期
間
中
、

セ
シ
オ
ン
杉
並
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｎ
Ｏ
Ｎ　

Ｎ
Ｏ
Ｎ
」
で
は
、

ド
イ
ツ
の
料
理
や
ワ
イ
ン
な
ど

が
楽
し
め
ま
す

◇
シ
ヲ
バ
ラ　

タ
ク
写
真
展

「
ベ
ル
リ
ン
―
東
京
」

―
都
市
と
人
々
・
ヴ
ァ
ニ
シ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
の
東

西
融
合
の
軌
跡
。
再
開
発
さ
れ

る
都
市
と
人
々
を
旧
東
地
区
も

含
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�
午

１８

２１

前　

時
〜
午
後
８
時 

セ
シ
オ

１１
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

文
化
・
交
流
協
会
交
流
係
�

５
３
７
８
‐
８
８
３
３

劇
団
夢
現
舎 

「
遺
失
物
安
置
室
の
男
」

　

テ
ー
マ
は「
存
在
」。
ロ
ン
ド

ン
で
は
立
見
を
出
し
た
ほ
ど
の

劇
団
で
す
。

　
 

９
月
１
日
�
〜
４
日
�
午

後
２
時
開
演
／
午
後
７
時
開
演

（
１
日
は
午
後
７
時
の
公
演
の

み
） 

ザ
ム
ザ
阿
佐
谷
（
阿
佐

谷
北
２
―　

―　

） 

作
＝
劇

１２

２１

他

HP

時

場

費

申

問
時

場

内

チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

　

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
※
発
売
初
日
は
電
話
予
約

の
み
（
上
荻
３
―　

―
５
杉

２９

並
会
館
内
）月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
�
区
役
所
一
階
コ
ミ

ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

分
�
各

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

�
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
ド
イ
ツ

フ
ェ
ア
・
伯
林
大
都
会
交
響

楽
の
み
）
�
０
５
７
０
‐
０

２
‐
９
９
９
９
▽
チ
ケ
ッ
ト

の
予
約
＝
文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０

３
５

戦後６０年戦後６０年

 

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

問

平
和
に
つ
い
て

平
和
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
 

９
月　

日
�
午
後
６
時　

３０

３０

分
開
演
（
６
時
開
場
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

ク
リ
シ
ュ
ナ
神
話
に
起
源
を

も
つ
イ
ン
ド
の
特
色
あ
る
伝
統

舞
踊 

二
五
〇
〇
円
（
当
日
三

〇
〇
〇
円
／
全
席
自
由
・
会
員

割
引
あ
り
） 

チ
ケ
ッ
ト
発
売

開
始
＝
７
月　

日
�
午
後
１
時

２９

（
販
売
窓
口
は
右
上
記
参
照
）

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
芸
術
資
源
開
発
機

構
・
中
村
�
５
９
３
８
‐
８
７

６
０

中
越
地
震
復
興
祈
念
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
夢
・
愛
と
希
望
」

　

杉
並
合
唱
指
揮
者
協
会
（
ア

時

場

内

費

申

問

ン
ダ
ン
テ
）
の
会
員
が
お
届
け

し
ま
す
。

　
 

９
月　

日
�
午
後
７
時
開

２９

演
（
６
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
大
久
保
眞
、
須
�
由

紀
子
、
下
田
正
幸
ほ
か
▽
曲
目

＝
「
ゆ
り
か
ご
（
独
唱
）」、「
瀬

戸
の
花
嫁
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
独

奏
）」、「
ノ
ク
タ
ー
ン
（
ピ
ア
ノ

独
奏
）」
ほ
か 

二
〇
〇
〇
円

（
全
席
自
由
） 

チ
ケ
ッ
ト
発

売
開
始
＝
７
月　

日
�
午
後
１

２２

時（
販
売
窓
口
は
右
上
記
参
照
）

 

ア
ン
ダ
ン
テ
実
行
委
員
会
・

石
井
�
３
３
３
９
‐
９
１
５
２

ま
た
は
吉
沢
�
３
３
３
３
‐
０

７
０
０

時

場

内

費申

問

イ
ン
ド
文
化
庁
派
遣　

神
々
に 
捧 
げ
る
喜
び
の

さ
さ

詩
「
イ
ン
ド
・
チ
ャ
ル

ク
ラ
舞
踊
公
演
」

　

イ
ン
ド
文
化
庁
派
遣
の
代
表

的
な
舞
踊
団
に
よ
る
、
光
と
影

が
織
り
成
す
幻
想
的
な
舞
を
お

届
け
し
ま
す
。

〈６０歳からの楽器教室〉
日　　　　　程楽　　器

９月１３日�、１０月３日�・２４日�、１１月
５日�・１５日�、１２月３日�・１４日�

バイオリン・
クラリネット

９月１４日�、１０月４日�・２５日�、１１月
１２日�・２４日�、１２月６日�・２０日�

フルート・
チェロ

（注）１．時間はいずれも午後１時～５時の間の２時間。
　　　２．１８年１月以降は未定。
　　　３．場所・日時は変更になることがあります。

▲高瀬アキとＡ・シュリ
ッペンバッハ▲白石　かずこ

▲ロンドン公演の様子

▲１年間の成果を発表会で

▲ろうそくを灯したチャルクラがきらめく



������� ●６平成１７（２００５）年�月��日（木曜日）

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１報」のお申し込みは広報課へ。

【掲載対象】
　地域で自主的に行われている生涯学習・文化・
芸術・スポーツなどのサークルまたは個人の活動
で、広く一般区民を対象としてメンバーの募集を
目的とする情報。
※次にあてはまるものは掲載できません。
�主な活動場所が区外のもの（登山・ハイキング
など活動の性質上やむをえないものを除く）
�活動内容が政治・宗教活動であるもの
�営利を目的とするもの
�多額の費用を必要とするもの
�売名行為と考えられるもの
�特定の個人または団体を 誹  謗 ・中傷するもの

ひ ぼう

�その他公序良俗に反することなど、区が不適当
と判断したもの

�コンサート、講演会、スポーツ大会などのイベ
ント情報 

【申込方法】
　所定の申込書に記入の上、郵送またはファクス
でお申し込みください。申込書は、社会教育セン
ター（梅里１‐２２‐３２）、広報課（区役所東棟5階）
にあります。また、区ホームページからも取り出
せます。
　なお、掲載内容が「スポーツ（ダンス・健康的
運動を含む）」の場合と、「生涯学習・文化・芸術」
の場合では申し込み先が異なりますのでご注意く
ださい。（右記参照）
【掲載時期】
　申し込みの先着順に掲載しますので、掲載時期
の指定はできません。また、掲載は紙面に余裕の

ある場合を除き原則として年間１回とします。
【その他】
　掲載した内容は、区ホームページ上で、「広報す
ぎなみ」インターネット版や生涯学習情報として転
載されますので、ご了解の上お申し込みください。

「なかま集まれコーナー」へ掲載を希望する方へ（掲載申込方法のご案内）

【掲載の申込み・問合せ】
「生涯学習・芸術・文化・その他」「生涯学習・芸術・文化・その他」
…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里…社会教育センター（〒１６６‐００１１梅里
１‐２２‐３２１‐２２‐３２��３３１７‐６６２１３３１７‐６６２１��３３１７‐６６２０３３１７‐６６２０））
「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」「スポーツ（ダンス・健康的運動を含む）」
…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・…社会教育スポーツ課社会体育係（住所・
電話は区役所あて・電話は区役所あて・��５３０７‐０６９３５３０７‐０６９３））

４０００円 堀�・�３３２１-８７７２（午後５時以降） プロの
ピアニスト、歌手が指導
�大人のピアノ教室　 火～木曜日の間で相談（月２
回） 青柳宅（桃井１） グループ月４０００円・個人月
５０００円 青柳�３３０１-２９６９ 今回は初心者の方へのお
誘いです
�主婦のためのピアノサークル　 水曜日午前、木曜
日午後（月２回） 高井戸地域区民センター（高井戸東
３‐７‐５）ほか 月５０００円（諸経費含む） 大久保�・
�３３０２-０８０４ 中高年初心者・初級者歓迎
�楽器演奏・慰問活動など／アンサンブルフェニックス
　 毎週金曜日午後１時～４時 井草地域区民セン
ター（下井草５‐７‐２２） 月１５００円 桑野�３３９９-１２１０
 年齢・性別不問
�ピアノ教室　 応相談 佐藤宅（清水２） 月７０００
円または１回２０００円 佐藤�・�５３８２-８０３０ お子さ
んからご年配の方。お好きな曲をどうぞ
�シャンソン教室／ドゥ・コパンの会　 第１・３水
曜日午後１時～３時 西荻駅前奇聞屋（きぶんや）（西
荻南３） 月５０００円、雑費５００円、個人３０分４０００円 池
田�・�３３３４-５５６８ 初心者・中高年大歓迎。個人レッ
スンも有り。親切に楽しく指導します

＊＊＊音楽（邦楽、詩吟・謡曲含む）
�尺八／玉風会（琴古流）　 第１・３火曜日午前１１時
～午後１時 セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 入会金
１０００円、月３５００円 岡泉�５９３２-４８４５ 平成４年発足。
男女問わず。初心者・経験者ともに大歓迎
�詩吟（吟亮流）／井草吟詠愛好会　 第１・３日曜日
午前１０時～正午 八成区民集会所（井草１‐３‐２） 
入会金２０００円、月３０００円 中川�・�３３９０-４６０１ 初心
者大歓迎
�詩吟／吟の雫会　 第１・３火曜日午後７時～９時
 主にセシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 入会金２０００円、
月２０００円 武田�・�３３８３-５４４７夜間３３１７-２３１７ 初心
者大歓迎

＊＊＊学習・その他
�大検受験ほか／支援会　 土曜日午後６時～７時
２０分 セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 月８０００円 奥
村�０９０-７２２３-０９７８ 不登校・学業不振などの相談・指
導
�母と子のプレイルーム／母子であそぼう　 月曜
日または水曜日午前１０時１５分～１１時４５分（月２回） 
高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５） 入会
金５００円、月１５００円、教材費５００円、初回保険料別途 磯
部�・�３２９９-３５７２ １歳半～就園前の母子
�話し方教室／高話会（初心者向け講座）　 第２・４
土曜日午後２時～４時 高井戸地域区民センター（高
井戸東３‐７‐５） 入会金５００円、月２０００円、教材費年
１０００円程度 高田�３３０４‐５４６８ 講師の指導で数カ月
で上達します

�スポーツダンス／スバルスポーツダンスの会　 
月曜日午後１時～３時 阿佐谷地域区民センター（阿
佐谷南１‐４７‐１７）ほか 入会金１５００円、１回９００円 清
澤�・�３３１２-８０３８ 社交ダンスパーティーに役立つ
ダンスです
�ソシアルダンス／スパイラル　 土曜日午前１０時
～正午、日曜日午前９時～１１時 主に阿佐谷地域区民
センター（阿佐谷南１‐４７‐１７） 入会金１０００円、月４０００
円 小室�６７６５-４７２２（午前中） 初・中級者募集
�スポーツ吹き矢の同好会／三五会　 木曜日午後
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６時または７時～２時間 主にセシオン杉並（梅里１
‐２２‐３２）または西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２）
 入会金２０００円、月３０００円 小池�３３９２-３１９５ 年
齢、性別に関係なくだれでも楽しめます
�楊名時太極拳／太極の会　 月曜日午後３時～４
時３０分 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 入会金１０００円、
月２０００円 山本�３３９１-１８７６ 初心者大歓迎
�初めての気功太極拳／気楽会　 第１・２・４水曜
日午前９時３０分～１１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
 月２０００円、１日体験５００円 中村�・�３３１６-７７６９ 
午前１１時からの研究科にも参加できます
�フォークダンス／ラ・リンカ　 第１・３木曜日午
後１時～３時 主に高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐
３１） １回５００円 川喜多�・�５３９７-１９３３ やさし
く、美しい曲を楽しく踊りましょう
�アメリカンスクエアダンス／ピーエムスクエアーズ
　 第２～４火曜日午後１時３０分～４時 方南会館
（和泉４‐４２‐５） 入会金１０００円、月２７００円 平山�・
�３２２３-０２０２ ９月１３日�午後１時から方南会館で見
学会および初心者講習会の説明会を行います
�草野球リーグ創立メンバー／ベテランズリーグ　　
 ・ ・ 未定 ベテランズリーグ事務局・永野�
３３１１-９０８３（午後８時以降） 来年２月のスタートをめ
ざし、一緒に活動する５８歳以上の方を募集しています
�すぎなみ気功太極拳／入門講座　 火曜日午前１０
時～正午、水曜日午前１１時～午後１時 火曜＝井草地
域区民センター（下井草５‐７‐２２）、水曜＝荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２） 入会金１０００円、月２０００円、１日体験
５００円 帰山�・�３３９８-４４８１ よみうり文化センター
主任講師の地域サービスです
�社交ダンス／福和会　 木曜日午後７時～８時５０
分 永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８） 月
３０００円、フリー１回１０００円 梅田�３３２５-０８１８ 見学
随時歓迎。講師はプロの先生です
�ストレッチ＆リズムダンス　 金曜日午前中（月４
回） 主にセシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 入会金１０００
円、月２０００円 池上�３３１５-９５９２ 託児あり。体験あり
�楊家秘伝太極拳 ／ 究極 の 呼吸法を学ぶ杉並葵会　 
毎日（火曜、金曜日を除く）夏期は午前６時３０分～、冬期
は午前７時～約４０分間 善福寺川大成橋左岸広場（都
立和田堀公園内） 入会金３０００円、月１０００円 阪田�
６７６２-１２３８ ６５歳までの方を募集しています
�リズム＆ストレッチ／花みずき会　 月曜日午前
１０時～正午 阿佐谷地域区民センター（阿佐谷南１‐
４７‐１７）ほか 月３７００円 村上�・�３３１５-０２１８ 見学
歓迎。無料体験あり
�健康体操／自彊術（じきょうじゅつ）普及会　 土
曜日午前１０時～１１時３０分 荻窪地域区民センター（荻
窪２‐３４‐２０） 入会金２０００円、月２０００円 渡辺�５９３６-
２１４１ 元気になります。見学歓迎。ほかの曜日、場所で
も開催しています
�健康体操／荻窪トリムクラブ　 金曜日午後１～
３時（月４回） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 入会金
２０００円、３カ月前納６０００円 宇高�３３９６-４０２４ 中高
年向きの体調に合わせてできる体操です
�社交ダンス／ダンシングエイプリル　 第１・２・
４木曜日午前１０時～１１時３０分 高井戸西敬老会館（高
井戸西１‐１７‐５） １回５００円 下林�５３４０-８２３６ 
靴は不要。初めての方も歓迎。ソックスが必要です
�ガーデンゴルフ　 主に日曜日午後１時３０分～５
時 善福寺川緑地の広場 無料 国際ガーデンゴル
フ協会�３３１４-３７６８ 杉並区で生まれたスポーツで
す。初心者歓迎
�ソシアルダンス／タイム　 水曜日または木曜日
午後３時～５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 入会
金１０００円、４回３０００円 大森�３３９５-７１５８ 正しく美
しく。初心者歓迎
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�榎本オリジナルヨガ／ヨガ・バラ同好会　 水曜日
午後１時～２時３０分 主に高円寺体育館（高円寺南２
‐３６‐３１） 月３５００円 藤井�３３２８-１２２７ 今流行のパ
ワーヨガを体験してみませんか？
�ストレッチ体操＆バランス／サプリ会　 月曜日
午前１０時～正午 下井草会議室（下井草４‐３０‐２） 
入会金２０００円、１回１０００円 畑�０９０-２７３８-０１３０ し
なやかに動いて・伸びて・リラックス�無料体験あり
�ジャズダンス＆ストレッチ／ＫＪＤ　 主に月曜
日午前９時～１１時（曜日、場所変更あり） 荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２） 入会金２０００円、月４０００円 杉森�
３３９８-６４１１ 筋肉の動きを意識したストレッチとダン
ス
�バドミントン／まりも　 木曜日午前９時～１１時
 大宮前体育館（宮前２‐１１‐１１） 月２０００円 城川
�・�３３３３-１０５３ 初心者大歓迎。月２回コーチ付き
�リラックスヨーガ／杉並やすらぎヨーガの会　 
金曜日（月４回）午後３時～５時 主に荻窪体育館（荻
窪３‐４７‐２） 入会金５００円、２カ月５０００円、体験レッ
スン８００円 仁科�３３３６-５９３６、山根�３３０４-１１３６ ゆ
っくり無理のないヨーガで心身ともに健康に
�男女混合ソフトボール／ミッツ　 日曜日午後１
時～５時（月２回） 和泉中学校（和泉２‐１７‐１４）ほか
２カ所 月２５０円 泉舘�３３２１-５７７２ 興味のある方
は気軽に参加してください。見学大歓迎
�親子空手／月心会　 第１～３土・日曜日午後３時
～５時 土曜日＝久我山会館（久我山３‐２３‐２０）、日曜
日＝富士見丘スタジオ（久我山２） 入会金４０００円、月
６０００円 吉田�３３３５-３８０７ 何カ所でも練習可。親は
無料
�太極拳／奥田ファミリー皆健康クラブ　 木曜日
午後６時３０分～８時（月２回） 杉並第十小学校体育
館（和田３‐５５‐４９） 月２０００円 武田�３３８３-５４４７、夜
間３３１７-２３１７ 皆で楽しく動きもゆったりで、だれで
もできます
�ストレッチ健康体操　 第２・４月曜日午前９時～
１１時 高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）
 入会金１０００円、月１５００円 金井�３３２９-６０９１ ５０歳
代中心で気楽に楽しめます。体験ＯＫ！
�太極拳／さつき会　 月曜日午後３時～５時（月３
回） 西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２）ほか 月
２０００円 小笠原�０９０-９３１７-２７７６ 講師は楊名時健康
太極拳師範の市川富士夫先生。初心者の方もどうぞお
気軽に
�リズムダンス＆ストレッチ　 月曜日午前（月４
回） 主にセシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 入会金１０００
円、月２０００円 鈴木�３３１７-６１５７ 体験・託児あり。心
も身体もリフレッシュ！
�ヨガ教室／ホームヨガ　 木曜日午前９時～１１時
（月３回） 高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐
５） 入会費１０００円、３カ月４０００円 内藤�３３３４-２３４８
 中高年の方、初心者も歓迎
�水泳クラブ／サンワスイミングＣ　 金曜日午前
９時～１１時 杉並第十小学校温水プール（和田３‐５５‐
４９） 入会金２０００円、１回７００円 佐藤�・�３３１３-０４４８
 楽しく覚えて美しく泳ぐが目標です。初心者大歓迎
�楊名時太極拳／ゆとり会　 金曜日午前中約２時
間 西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２）または上
井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 月２０００円
 上條�・�３３９０-７１６８ 中国古武道から生まれた優
雅な舞。初心者大歓迎
�ストリートダンス／ニシダダンススクール　 土・
日曜日の夕方 セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）または
永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８） 入会金
５０００円、月４０００円（５回分） 西田�０７０-５５５３‐４４４７�
nishida_dance_school@yahoo.co.jp 初心者、初級
者向けの教室です　　　　　　
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＊＊＊語学
�５０歳以上の英会話／英会話サークル　 水曜日午
前１０時～午後１時の間１時間 西荻南区民集会所（西
荻南３‐５‐２３）など 入会金５０００円、月４０００円 佐藤
�090‐8497‐1290 初めて学ぶ方を対象
�イタリア会話／イタリア語会話サークル　 月曜
日午後１時３０分～３時 西荻南区民集会所（西荻南３
‐５‐２３）ほか 入会金５００円、月６０００円 中村�3749‐
3376 初心者～中級者
�英会話（日常会話はできる方向け）　 土曜日午前
１０時３０分～正午 天沼会議室（天沼２‐３０‐１０） 月
６０００円 岩渕�０８０-１１１１-５２１１ 外国人講師
�英国式英会話／ライフオンマース英語クラブ　 
火曜日午後６時４５分～８時、その他応相談 遊空間
（西荻南２‐２８‐１５三ツ矢酒店内） 月８０００円～１万円
 佐々�０８０-１１００-７２２８（午前９時～午後１０時） 高井
戸西にも教室あり。初心者～中級まで楽しく！
�日本語教授法講座ー初級／外国人に教えるための日
本語　 第２・４水曜日午前９時３０分～１１時 杉並区
文化・交流協会（阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル
５階） 月３０００円 三田村�・�３３３４-７６５４ 男女年
齢不問、見学可
�英語トレーニング会　 初級＝月・火曜日午前、初
中級＝月曜日午後、中級＝火・木曜日午後 佐藤宅（浜
田山１） 入会金５００円、会費１回１１００円 佐藤�０９０-
８３３０-９６８９ １回約３時間、多読・多聴＆英語で話す
「学習」というより「練習」
�英会話（入門～中級）／バイオレット　 第１～３
月曜日または水曜日午前１０時～１１時 主にウイング
（上高井戸１‐１‐１１） 月５０００円（３回） 小澤�・�
３３０６‐１２５８ 女性対象。楽しく勉強していきます
�フランス語／ボンジュールラフランス（初級・中級）
　 木曜日午前１０時～正午、第１・３＝初級、第２・４
＝中級 西田ゆうゆうハウス（荻窪１‐３８‐１５西田小学
校内） 月３０００円程度 木下�・�３２４７-９１５２ 講師
はフランス人語学専門家
�やさしい英会話サークル／ジョイフルイングリッシュ
　 第１・２・４木曜日午後１時３０分～３時 高井戸西
敬老会館（高井戸西１‐１７‐５） １回５００円 下林�
５３４０-８２３６ 簡単な挨拶や歌で頭の体操をしましょう
�上級英会話／英会話力に研きをかける会　 水曜
日午前１１時～正午 久我山会館（久我山３‐２３‐２０） 
月８０００円 太田�・�３３９５-１４６３ 文部科学省招へい
の米国人講師（７月末開講予定）
�体を使って楽しく英会話　 木曜日午前１０時３０分
～正午（月４回） 西荻地域区民センター（桃井４‐３‐
２）予定 月８０００円 三浦�・�５３１１-９８３７ 初心者・
中高年歓迎・元ラジオ英会話講師
�紅茶で英会話（初級）を楽しみ、元気を分かちあう会
　 第２・４金曜日午前１０時３５分～正午 天沼会議室
（天沼２‐３０‐１０） 入会金１０００円、１回９００円 前川三
知代�・�３３９５-１３４３ 元米国国際部講師。現在整体講
師兼任
�デンマーク人の先生による英会話・デンマーク語　
 応相談 浦野宅（成田東４）ほか 入会金２５００円、
１回２０００円 浦野�・�３３９３-５０１１ 子ども、主婦、北
欧に興味のある方大歓迎！

＊＊＊文芸・朗読・手芸・料理
�杉並文芸クラブ／エッセイの添削指導　 第１・３
木曜日午前１０時～午後０時３０分 主にセシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２） 月２５００円 山田�・�３３３１-０８５８ 
作文の実習と添削、講評を通じて書くことの楽しさを
体得
�俳句／文月会　 第４金曜日午後１時～４時 井
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草地域区民センター（下井草５‐７‐２２） 月２０００円 
星野�３３９０-８３７０ 初心者大歓迎
�川柳／春朗会　 第２・４土曜日午後２時～４時 
西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２） ５０００円（３カ
月） 相良�５９３４-７０２２ 楽しく知性と若さの追求。見
学自由
�俳句／萩の会　 第２水曜日午前１０時～正午（月１
回） 上高井戸区民集会所（上高井戸１‐１５‐５） 月
１５００円 鈴木�３３０３-２４１９ 講師＝四葩主宰・松村多
美。どなたにも気楽に俳句の世界が楽しめる会です
�俳句／麦兆社　 第３土曜日午後２時３０分～５時
３０分 主に杉並会館（上荻３‐２９‐５） 月１０００円 笹
子�・�３３３２-２８０１ 初心者大歓迎。芭蕉を師とした句
会です
�朗読／グループ花　 木曜日午後２時～４時３０分
（月２回） 主にあんさんぶる荻窪（荻窪５‐１５‐１３） 
月３５００円 田村�３３１６-３３５５
�洋裁／みほの会　 第２・４月曜日午後１時３０分～
３時３０分 阿佐谷地域区民センター（阿佐谷南１‐４７‐
１７） 月３０００円 西村�３３３０-３６０２�３３１０-８２８１ 自由
教材で楽しく作っています
�一緒にお菓子をつくりませんか？　 好きな時間
で 鈴木宅（久我山３） 実費 鈴木�５３４６-０９０８ 
簡単に作れるようになります

＊＊＊工芸・陶芸・美術（写真含む）
�ステンドグラスタケウチ　 月・火・木・土・日曜日
午後１時３０分～５時３０分 竹内宅工房（成田西４） 
入会金５０００円、月２回～６０００円、維持費月２０００円 竹
内�・�３３９８-３２３５ 年齢を問わず初めての方大歓迎
�油絵・水彩画・版画／楽画きの会（らくがきのかい）　
 毎週金曜日午後１時～４時 主に阿佐谷地域区民
センター（阿佐谷南１‐４７‐１７） 入会金４０００円、月３０００円
 西田�０９０-４４５７-９４８８ 初心者大歓迎。中高年者可
�水彩画／あけぼの会　 第１・３水曜日午後１時～
４時 下井草敬老会館（下井草３‐１３‐９） 月６００円
 篠�５３７３-０８１９ ６０歳以上の方対象。先生のご指導
もあります
�水彩・油絵・造形／ひいらぎ洋画会　 月２回午後
１時～５時までの間で２時間程度 荻窪地域区民セ
ンター（荻窪２‐３４‐２０） 月３０００円程度 村上�３３３９-
２４８６�３３３９-５２２０ 車いすの方、お子さんもどうぞ
�中国水墨画／夢松会（むしょうかい）　 土曜日午
前１０時３０分～正午（月２回） 東一会館（成田東４‐２４‐
１） 入会金３０００円、１回３５００円 小松�・�３８８２-
５４４４ 月１回または２回どちらか選べます
�ステンドグラス教室／アトリエＳ＆Ｓ　 応相談
 芹沢宅（下高井戸１） 入会金５０００円、月５０００円（月
２回） 芹沢�・�３３２２-３００９ 初心者、年配者大歓迎。
１日体験教室あります
�絵画教室／アトリエ「パオ」　 第１・３日曜日午前
９時～正午、午後２時～５時 比嘉ビル３階（阿佐谷
北１‐２８‐９） 月５０００円、入会金３０００円 工藤�０５３-
４３８-９５２７ 初心者から経験者まで対応できる個人指導
�トールペイント教室　 水曜日または木曜日午前
１０時～午後０時３０分 高崎宅（永福２） 入会金５０００
円、月５０００円（月２回） 高崎�３３２８-６９８１ 初心者大
歓迎。見学自由
�はじめてのスクラップブッキング　 第４土曜日
午後１時～４時 主に宮前会議室（宮前５‐５‐２７） 
月２５００円（材料費込み） 伊野�０９０-９３７９-４５７０ 思い
出の写真で素敵なアルバムを作りましょう（初級から）
�水彩画教室／樹の会　 第２・４月曜日午後２時～
５時 高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）
 入会金１０００円、月２０００円 中村�３３０６-６４７７ 初心
者歓迎、見学歓迎
�自然素材（つるや樹皮）を使って篭などを作ります
　 第２月曜日午後１時～４時 セシオン杉並（梅里
１‐２２‐３２） ３カ月５０００円 高橋�５９３６-１０４５
�絵手紙／菜の花　 第２火曜日午前１０時～正午、午
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後１時３０分～３時３０分 セシオン杉並（梅里１‐２２‐
３２） 月１０００円（運営費・指導料） 上田�３３３９-８８０７

＊＊＊書道・茶道・華道・着付・舞踊
�書道／睦月会　 第２・４金曜日午前１０時～正午 
西荻南区民集会所（西荻南３‐５‐２３） 月２５００円 山
本�３３３２-８８３１ 入会随時、漢字かな両方、初心者歓迎
�書道／書心会　 第１・３月曜日午前１０時～正午 
下高井戸区民集会所（下高井戸３‐２６‐１） 月３０００円
 田口�５９３６-２４９５ 楷書・行書・草書など。初心者か
ら上級者まで歓迎
�中国茶の会　 第２日曜日午後２時～４時 主に
セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 月２５００円 今野�
０９０-２２０９-３３２１ 初心者大歓迎
�フラワーアレンジ／フラワーサロンＥ　 第１水
曜日午後２時～３時３０分 高井戸地域区民センター
（高井戸東３‐７‐５） １回３５００～５０００円 山本�・�
３３３４-８９１１または�０９０‐９８４１‐４８１７ 花材費＝オアシ
ス代込み１回ごとのお支払い
�着付け／①セシオン百合の会②オギクボさくらの会
　 ①第１・３土曜日②第２・４火曜日いずれも午前
１０時～正午 ①セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）②荻窪
地域区民センター（荻窪２‐３４‐２０） 月２５００円（月２
回） 荒川�３３１１-３１２４ 道具を使わずに指導します
�新舞踊・民謡／喜泉会　 第２・４金曜日午後１時
～３時 主に永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐
１８）ほか 入会金１０００円、月２０００円 石川�３３２１-４３３６
 初心者大歓迎、他にも稽古日あり
�日本舞踊／日本舞踊クラブ阿佐谷教室　 水曜日
午後１時～２時など月～土曜日まで１０クラスあり 
藤間舞台（阿佐谷南２‐２２‐９） 入会金５０００円、月４０００
円（月３回） 長沢�０９０-９３６８‐２４８１ 幼児からシニ
ア。年齢別グループ稽古１０クラス
�日本舞踊クラブ／西荻窪教室　 月曜日正午～午
後０時５０分（月３回） 石井宅（西荻北３） 月４０００円
 若柳�・�３３２５-６６９６ 時間応相談。阿佐谷・上北沢
教室もあります

＊＊＊音楽（洋楽）
�カラオケ／歌謡倶楽部　 平日午後１時～８時の
うち１時間程度（週１回） 主に荻窪地域区民センタ
ー（荻窪２‐３４‐２０） １回２０００円 武田容子�６７６０‐
９１１１ 新規発足。初心者歓迎。歌の好きな方を応援
�杉並クラリネット同好会　 第２・４火曜日午前１０
時～正午 セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２） 月５０００円
 林�５９３８-５４６９
�中高年の混声合唱／コーラス・杉の声　 第１・３
日曜日午前１０時～正午（月２回） 荻窪地域区民セン
ター（荻窪２‐３４‐２０） 入会金１０００円、月２５００円 酒井
�３９２０-２７７８ 特に男声歓迎
�杉並混声合唱団　 土日を中心に夕方３時間の練
習（月４回程度） 杉並第十小学校（和田３‐５５‐４９） 
月３０００円 河本�０４２２-５４-４４５２ 合唱好きの方なら
経験不問。初心者大歓迎
�リコーダー／井草リコーダークラブ　 第１・３月
曜日午後７時～９時 井草地域区民センター（下井草
５‐７‐２２） 月２０００円 武田�・�３３９６-７５３３ 押入
れに眠っているリコーダーを吹いてみませんか？
�女声コーラス／さざんかコーラス　 第１・２・４
水曜日午前１０時～正午、第３水曜日午後 高井戸地域
区民センター（高井戸東３‐７‐５）など 入会金２０００
円、月４０００円 内田�・�５３４６‐２５９４ 宗教曲から童謡
まで、レパートリー豊富です！
�シャンソン教室／ラムールセシオン　 第１・３水
曜日午前１０時～正午 セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）
 入会金１０００円、月３０００円 河原地�３３２９‐２４３９ 女
性、年齢、経験不問
�シャンソン・カンツォーネ／シャンゼリゼ会　 原
則、第２・４土曜日午後２時～４時 主に永福和泉地
域区民センター（和泉３‐８‐１８） 入会金２０００円、月
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このコーナーでは、区民の皆さんによる地域での自主的な生涯学習・文化・芸術・スポーツなどの活動がさかんになるように、ま
た皆さんがそうした活動に参加する機会が豊かになることを目的として、サークルなどのメンバーの募集情報を年４回掲載してい
ます（１・４・７・１０月の２１日号を予定）。掲載した活動の日時・場所は、会場の都合などにより変更になる場合があります。ま
た、活動について区は関与していませんので、問い合わせは、直接各掲載団体へお願いします。
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希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入
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午
後
１
時
開

３０

演
（
０
時　

分
開
場
） 

勤
労

３０

福
祉
会
館（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

朗
読
セ
ラ
ピ
ー
Ｓ
ｕ
ｉ
ｍ
ｍ

ｙ 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

児
童
課
子
ど
も

青
少
年
係 

来
場
者
に
は
「
コ

コ
ロ
マ
メ
」
を
差
し
上
げ
ま
す

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

８
月
４
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

 

集
合
場
所
＝
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー（
上
井
草
３
―
８
―　

）
１９

 

行
程
＝
井
草
八
幡
宮
↓
善
福

寺
↓
善
福
寺
公
園
上
池
↓
善
福

寺
公
園
下
池
↓
井
草
八
幡
宮

（
解
散
） 

五
㎞
以
上
歩
け
る

方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
自

己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

オ
ー
ル
東
京
市
区
町
村

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　

歩
き
た
ば
こ
や
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
と
い
っ
た「
迷
惑
喫
煙
」

を
防
止
し
、
未
成
年
者
の
喫
煙

や
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
に
も
理
解
さ
れ

る
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び

か
け
ま
す
。
住
民
、
事
業
者
、

時

場

師
対

定

費

申

問
他

時
場内

対

費

申
問

他

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
こ
の
活
動

が
東
京
か
ら
全
国
に
広
が
る
こ

と
を
願
い
、
都
内
す
べ
て
の
市

区
町
村
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
〜
８
月
７
日

３０

� 

�
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝

開
幕
式
典
、
開
幕
イ
ベ
ン
ト
、

啓
発
事
業
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

�
拠
点
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝
各
市

区
町
村
が
地
域
内
で
実
施 

オ

ー
ル
東
京
市
区
町
村
喫
煙
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

実
行
本
部
事
務
局
�
５
２
１
０

‐
９
７
３
９
ま
た
は 

h
ttp
:

//w
w
w
.b
p
8
4
.c
o
m
/k
its

u
e
n
_
m
a
n
n
e
r/

�
ア
マ
ラ
・
カ
マ
ラ
＆
西
荻

ウ
ェ
ン
ズ
ス
タ
ジ
オ 

ア
フ
リ
カ
ウ
ィ
ー
ク　

イ
ン　

ウ
ェ
ン
ズ

　

ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

◇
リ
ズ
ム
で
あ
そ
ぼ

　
 

８
月
３
日
�
・
４
日
�
午

前　

時
〜　

時　

分 

３
〜
６

１１

１１

４０

歳
の
子
ど
も
と
保
護
者 

一
五

組
三
〇
名 

一
組
一
五
〇
〇
円

◇
ポ
リ
リ
ズ
ム
体
験

　
 

・ 

８
月
３
日
�
・
４
日

�
�
午
後
１
時
〜
２
時
（
７
〜

９
歳
）
�
２
時　

分
〜
４
時（　

３０

１０

〜　

歳
） 

各
二
〇
名 

各
三

１２
六
〇
〇
円

◇
初
心
者
向
け
講
座

　
 

・ 

８
月
５
日
�
�
午
後

時内

問

HP

時

対
定

費

時

対
定

費

時

内

１
時
〜
２
時　

分
＝
ア
フ
リ
カ

３０

ン
ド
ラ
ム
�
３
時
〜
４
時　

分
３０

＝
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス 

各
二

〇
名 

各
三
〇
〇
〇
円

◇
ア
フ
リ
カ
ン
ラ
イ
ブ

　
 

８
月
６
日
�
第
一
部
＝
午

後
５
時
〜
５
時　

分
、
第
二
部

４０

＝
６
時
〜
６
時　

分 

三
〇
〇

４０

〇
円（
６
〜　

歳
一
五
〇
〇
円
）

１８

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

た
方
は
二
七
〇
〇
円
（
６
〜　
１８

歳
一
二
〇
〇
円
）☆

　
 

西
荻
Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
ス
タ
ジ
オ

（
西
荻
北
２
―
５
―　

地
下
一

１１

階
オ
フ
ィ
ス　

） 

ダ
ン
ス
講

２０５

師
・
ア
マ
ラ
・
カ
マ
ラ
尊
子

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）

で
、
西
荻
Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
ス
タ
ジ
オ

�
３
３
９
９
‐
４
５
５
８
�
３

３
９
０
‐
６
４
４
４ 

h
ttp
:

//w
e
n
z
.jp
/

ま
た
は
ア
フ
リ

カ
ン
ア
ー
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
�
０
４
２
４
‐
７
０
‐
８

２
６
５
�a

m
a
ra
-a
.a
.e
.2

@
h
2
.d
io
n
.n
e
.jp

へ

◇
ア
フ
リ
カ
ン
ラ
イ
ブ
に
一
〇

名
を
無
料
招
待

　
 

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

で
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２９

に
文
化
・
交
流
協
会
交
流
係（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル

１４五
階
）
へ
（
抽
選
） 

同
係
�

５
３
７
８
‐
８
８
３
３

冒
険
遊
び
場 

「
サ
マ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
」

　

木
に
登
る
・
木
を
切
る
・
泥

ん
こ
に
な
る
・
火
と
仲
良
し
に

な
る
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
遊
び
に

来
て
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て

ね
。（
区
後
援
）

定

費
時

費

場

師

申

問

HP

申

問

　
 

・ 

右
表
の
と
お
り 

柏

の
宮
公
園
（
浜
田
山
２
―
５
―

１
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
冒
険
遊
び
の
会
・

檜
谷
（
じ
っ
ち
ゃ
ん
）
�
０
８

０
‐
５
６
８
１
‐
８
９
３
４
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板 

h

ttp
://8
0
0
9
.te
a
c
u
p
.c
o

m
/b
o
u
k
e
n
a
s
o
b
ib
a
/b
b

s

�a
s
o
b
ib
a
@
o
ra
n
g
e
.li

v
e
d
o
o
r.c
o
m

 

汚
れ
て
も

い
い
服
装
と
着
替
え
、飲
み
物
、

お
弁
当
、
や
り
た
い
遊
び
、
焼

き
た
い
食
べ
物
な
ど
自
由
に
お

持
ち
く
だ
さ
い

小
千
谷
フ
ェ
ア

　

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
小
千

谷
そ
ば
、
お
酒
、 
笹 
団
子
、
ス

さ
さ

イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
新
鮮
な
野
菜

な
ど
新
潟
県
小
千
谷
市
の
特
産

物
を
販
売
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１１

午
後
２
時
（
雨
天
決
行
・
今
回

は
暑
中
の
た
め
一
時
間
早
い
開

催
で
す
） 

小
千
谷
学
生
寮
広

場
（
井
草
４
―　

―　

） 

当

１６

２３

日
、
直
接
会
場
へ 

�
小
千
谷

市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
�
０
２

５
８
‐
８
３
‐
４
８
０
０ 

車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

時

内

場

費

申

問

HP

他

時

場

申

問

他

〈冒険遊び場「サマーイベント」〉
内　　　　容日　　　時

水遊び、基地づくりなど
午前１０
時～午
後５時

７月３０日�
８月１８日�
　　２１日�

※保護者
同伴また
は送迎が
必要です

森の映画会午後６
時３０分
～８時
３０分

８月１９日�
夜のたんけん隊（協
力＝ビオトープネ
ットワーク・柏の宮
公園自然の会）

８月２０日�

※２０日は飲み物をお持ちください。

�
知
る
区
ロ
ー
ド
の
日

　

８
月
７
日
�

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
す
ぎ
ま

る
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
〜
あ

っ
！
不
思
議
み
つ
け
た
�
」

　

今
年
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

は
、
は
な
の
オ
ア
シ
ス
・
と
き

の
オ
ア
シ
ス
（
天
沼
も
え
ぎ
公

園
）・
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
・
杉
並
児
童
交
通
公
園
・
梅

里
中
央
公
園
で
す
。

　

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
行
き
、受
付
を
し
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
カ
ー
ド
交
換
ゲ
ー

ム
の
始
ま
り
で
す
。
探
検
隊
員

同
士
、
声
を
か
け
あ
っ
て
、
一

二
種
類
の
カ
ー
ド
を
集
め
ま
し

ょ
う
。

　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
杉
並

周
遊
ク
イ
ズ
」
に
答
え
な
が
ら

歩
い
た
り
、
川
沿
い
の
自
然
を

楽
し
み
な
が
ら
涼
ん
だ
り
、
変

装
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ン
を
み

つ
け
る
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
カ
ー
ド

が
も
ら
え
た
り
、
他
に
も
楽
し

い
し
か
け
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。

※
催
し
の
内
容
は
天
候
な
ど
の

事
情
で
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
探

検
隊
員
に
配
ら
れ
る
「
探
検

手
帳
」を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

�
ま
わ
れ
！
す
ぎ
ま
る
ワ
ー
ル

ド

　

７
月　

日
�
〜
８
月　

日
�

２５

２１

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
阿
佐
谷
け
や
き
公
園
プ

ー
ル
・
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
永
福
体
育
館
・
大
宮
前

体
育
館
・
科
学
館
・
杉
並
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

郷
土
博
物
館
・
井
草
森
公
園
・

蚕
糸
の
森
公
園
・
柏
の
宮
公
園

の
一
〇
カ
所
と
各
ポ
イ
ン
ト
の

ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
み
つ
か
る

隠
し
ポ
イ
ン
ト
が
一
カ
所
。

　

期
間
中
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
「
お
じ
ゃ

る
丸
」、
郷
土
博
物
館
で
は
「
地

下
鉄
丸
ノ
内
線
」
の
企
画
展
示

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
科
学
館
に
は
、
小
柴

博
士
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

�
『
す
ぎ
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
』
〜

シ
ル
ク
を
使
え
る
の
は
今
回

限
り
で
す
！

　

す
ぎ
ま
る
シ
ョ
ッ
プ

　

８
月　

日
�
・　

日
�

２２

２６

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
交
換
カ

ー
ド
の
数
な
ど
に
応
じ
て
「
シ

ル
ク
」
と
交
換
し
ま
す
。
そ
の

「
シ
ル
ク
」
で
す
ぎ
ま
る
グ
ッ

ズ
が
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　

開
店
場
所
は
区
役
所
西
棟
ロ

ビ
ー
、
時
間
は
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時
で
す
。

　

な
お
、
シ
ル
ク
を
使
え
る
の

は
今
回
限
り
な
の
で
、
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
お
知
ら
せ

　

探
検
手
帳
な
ど
を
間
も
な
く

発
送
し
ま
す
。
申
し
込
み
を
し

た
の
に
７
月
末
ま
で
に
届
か
な

か
っ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
８
月
７
日
に
直

接
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
当
日
受
付
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
。

こここここここここここここここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれががががががががががががががががががががががががががががががががが知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！これが知る区ロードだ！� �

探
検
隊
員
大
募
集
！

２
０
０
５

２
０
０
５

知
る
区
ロ
ー
ド

知
る
区
ロ
ー
ド

探
検
隊

探
検
隊
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●９

�
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド 

夏
休
み
工
作
を
素
材
に

し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

作
品
を
つ
く
ろ
う

　

自
分
で
工
作
し
た
「
人
形
」

「
動
植
物
」「
乗
り
物
」
な
ど
を

素
材
に
し
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
を
作
り
ま
す
。

　
 

・ 

�
制
作
相
談
（
作
品

づ
く
り
の
相
談
に
の
り
ま
す
）

＝
８
月　

日
�
・　

日
�
午
後

２３

２４

２
時
〜
４
時
の
指
定
す
る
時
間

（
８
月　

日
ま
で
に
参
加
者
へ

２０

通
知
）
�
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
撮

影
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
８
月　
２７

日
�
・　

日
�
午
後
２
時
〜
４

２８

時
（
時
間
は
�
で
調
整
の
上
、

決
定
）
�
作
品
発
表
上
映
会
＝

９
月
３
日
�
・
４
日
�
午
後
２

時
〜
４
時
※
作
品
は
上
映
し
た

後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
差
し
上
げ

ま
す 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

時

内
場

師

西
荻
ま
ち
メ
デ
ィ
ア
・
徳
山
高

志 

小
・
中
・
高
校
生 

二
〇

名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ

ガ
キ
（
８
面
記
入
例
参
照
）
に
、

工
作
物
の
内
容
（
ス
ケ
ッ
チ
し

た
も
の
、
寸
法
、
ど
の
よ
う
に

動
か
し
た
い
か
な
ど
）
も
書
い

て
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１３

に
杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
〒　

‐
０
０
４
３

１６７

上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
）

２９

へ 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
３
３

９
６
‐
１
５
１
０

�
区
民
科
学
講
座 

超
伝
導
の
夢

　

最
先
端
の
科
学
技
術
で
あ
る

「
超
伝
導
」
を
、
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
く
の
か
も
含
め

て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し

ま
す
。
実
際
に
超
伝
導
を
体
験

し
な
が
ら
仕
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
 

・ 

�
８
月
４
日
�
＝
超

伝
導
が
地
球
の
夢
を
か
な
え
る

�
５
日
�
＝
超
伝
導
体
に
さ
わ

っ
て
み
よ
う
�
６
日
�
＝
磁
気

浮
上
を
体
験
し
よ
う
／
い
ず
れ

も
午
後
６
時
〜
８
時 

科
学
館

（
清
水
３
―
３
―　

） 

�
＝

１３

科
学
技
術
振
興
事
業
機
構
専
務

理
事
・
北
澤
宏
一
、
�
�
＝
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

助
教
授
・
下
山
淳
一 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学
六
年

生
以
上
の
方 

各
日
四
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

科
学
館
�
３
３

９
６
‐
４
３
９
１

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ 

チ
ョ
ウ
の
観
察
会

　

和
田
堀
公
園
へ
夏
の
チ
ョ
ウ

を
探
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

対

定

費

申

問時

内

場
師

対

定
費

申

問

時

午
後
１
時
（
雨
天
決
行
） 

集

合
場
所
＝
大
宮
八
幡
宮
内
清
涼

殿
前
（
大
宮
２
―
３
―
１
・
時

間
厳
守
） 

大
宮
八
幡
宮
↓
和

田
堀
公
園
↓
大
宮
八
幡
宮
（
解

散
） 

昆
虫
研
究
者
・
北
原
俊

幸 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
小
学
三
年
生
以
下
の
方

は
保
護
者
同
伴
） 

五
〇
名（
先

着
順
） 

三
〇
円
（
保
険
料
）

 

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

環
境
課
内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ

ル
く
ら
ぶ
事
務
局

�
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流 

百
人
一
首
源
平
か
る
た
会

　

源
平
か
る
た
と
は
、
二
対
二

の
ペ
ア
で
行
う
百
人
一
首
の
か

る
た
遊
び
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も

た
ち
と
で
ペ
ア
を
組
ん
で
、
か

る
た
を
楽
し
み
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

３１

１１

午
後
４
時
（
受
付
は　

時　

分

１０

３０

〜　

時
） 

荻
窪
地
域
区
民
セ

１１
ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

 

伝
承
文
化
研
究
所
代
表
・
小

林
隆 
　

歳
以
上
の
高
齢
者
と

６０

子
ど
も
（
小
・
中
・
高
校
生
）

 

高
齢
者
二
〇
名
、
子
ど
も
二

〇
名 

高
齢
者
五
〇
〇
円
、
子

ど
も
三
〇
〇
円 

・ 

電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
８
面
記
入
例

参
照
）
で
、
７
月　

日
ま
で
に

２８

伝
承
文
化
研
究
所
・
小
林
隆
�
・

�
３
９
５
０
‐
３
９
８
５
へ（
先

着
順
） 

軽
装
で
、
昼
食
持
参

学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ

ナ
ー
―
心
づ
か
い
で
人
生
が

変
わ
る

　

道
徳
的
心
づ
か
い
の
大
切
さ

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

３１

３０
場

内

師
対

定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

他

時

分
〜
３
時　

分 

産
業
商
工
会

３０

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

�
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・
山

本
栄
道 

三
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
８

面
記
入
例
参
照
）
で
、
杉
並
モ

ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
�
・
�
６
７

６
５
‐
２
３
３
３
へ
（
先
着
順
）

お
も
ち
ゃ
の
公
開
ク
リ

ニ
ッ
ク
―
こ
わ
れ
て
し
ま

っ
た
お
も
ち
ゃ
を
な
お
し
て

あ
げ
よ
う

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１０

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
荻
窪
５

―　

―　

） 

一
人
一
点
。
故

１５

１３

障
具
合
に
よ
り
入
院
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す 

お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

一
〇
名 

部
品
代

実
費 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情
報

館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�

３
３
９
８
‐
３
１
９
３
へ
（
先

着
順
）

南
伊
豆
自
然
ア
ー
ト
教
室

　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
南
伊
豆
で

集
め
た
素
材
を
生
か
し
、
ハ
ガ

キ
や
し
お
り
、
貝
細
工
な
ど
の

作
品
づ
く
り
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

　

夏
休
み
に
南
伊
豆
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日
〜
８
月　

日
の

２５

１５

月
〜
金
曜
日
�
午
前
の
部
＝
９

時　

分
〜
正
午
�
午
後
の
部
＝

３０
１
時　

分
〜
４
時 

区
立
南
伊

３０

豆
健
康
学
園
（
静
岡
県
賀
茂
郡

南
伊
豆
町
湊　

） 

海
藻
押
し

７８１

葉
（
ハ
ガ
キ
・
し
お
り
）・
貝
細

工
（
写
真
た
て
な
ど
）・
竹
細
工

（
竹
と
ん
ぼ
な
ど
）・
木
の
実
細

工 

一
〇
〇
円
（
材
料
費
・
保

場

師

定

費

申

問
時

場

内

師

対定

費

申

問

時

場内

費

険
料
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

南
伊
豆
健
康
学
園
�
０
５
５

８
‐
６
２
‐
２
１
６
５ 

材
料

の
数
に
よ
り
人
数
制
限
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室

　
 

９
月　

日
〜　

月　

日
の

２０

１０

２５

毎
週
火
曜
日
、
午
後
５
時
〜
７

時
（　

月
４
日
を
除
く
・
計
五

１０

回
） 

杉
並
第
十
小
学
校
温
水

プ
ー
ル
（
和
田
３
―　

―　

）

５５

４９

 

区
内
在
住
の
４
歳
〜
小
学
四

年
生
で
軽
度
の
気
管
支
ぜ
ん
息

に
か
か
っ
て
い
る
方 

三
五
名

（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ
キ（
８

面
記
入
例
参
照
）
に
性
別
、
学

年
（
未
就
学
児
は
年
齢
）
も
書

い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

２９

で
に
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―
１
）
へ 

同
課
�
３
３
９

２０１
‐
１
０
２
５

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

四
宮
敬
老
会
館
（
上
井
草
２
―

　

―
３
） 

区
内
在
住
の
方
。

２８た
だ
し
�
の
水
曜
日
と
�
〜
�

は　

歳
以
上
の
方 

�
〜
�
は

５０

申

問

他

時
場

対

定

費

申

問

時

内

場

対

定

各
一
〇
名 

�
は
当
日
、
直
接

会
場
へ
。
�
〜
�
は
電
話
で
、

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
（
先
着
順
） 

同
法
人
�
５

３
０
３
‐
６
５
４
０
�in

fo
@

s
a
ra
-p
ro
je
c
t.o
r.jp

 

最

新
の
Ｗ
ｉ 
ｎ
ｄ 
ｏ 
ｗ 
ｓ 
Ｘ
Ｐ
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
ま
す

�
夏
休
み
子
ど
も
健
康
教
室 

元
気
な
カ
ラ
ダ
を
知
る
・

つ
く
る
講
座

　
 

�
８
月
２
日
�
午
前　

時
１０

〜
正
午
＝
夏
に
お
い
し
い
野
菜

を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
〜
食
べ
物
の

ヒ
ミ
ツ
・
歯
の
ヒ
ミ
ツ
／
ト
マ

ト
の
デ
ザ
ー
ト
づ
く
り
�
８
月

４
日
�
午
前　

時
〜
午
後
０
時

１０

　

分
＝
お
弁
当
を
作
っ
て
食
べ

３０よ
う
・
調
理
実
習
〜
お
気
に
入

り
の
お
弁
当
箱
に
詰
め
て
み
よ

う 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和

泉
４
―　

―
６
） 

区
内
在
住

５０
申

問

他

時場

対

の
小
学
一
〜
四
年
生
で
両
日
参

加
で
き
る
方 

二
五
名 

三
〇

〇
円
（
食
材
料
費
） 

・ 

電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
） 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
（
両
日
）、
お
弁
当
箱
（
４
日

の
み
）
を
持
参

家
族
介
護
教
室

◇
お
と
し
よ
り
を
ね
ら
う
悪
質

商
法
に
ご
用
心

　

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
を
防

止
す
る
方
法
や
、
被
害
に
あ
っ

た
時
の
対
処
法
を
学
び
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

３
時　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い

３０

の
家
（
上
井
草
３
―　

―　

）

３３

１０

 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
�

３
３
９
４
‐
９
８
３
１
へ
（
先

着
順
）

◇
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学

ぼ
う

定

費
申

問

他

時

場

定

費

申

問

　

認
知
症
の
方
な
ど
判
断
能
力

の
不
十
分
な
方
の
権
利
を
保
護

し
、
支
援
す
る
制
度
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

正
午 

永
福
ふ
れ
あ
い
の
家

（
永
福
２
―　

―　

） 

大
岡

１４

２０

孝
夫
社
会
福
祉
士
事
務
所
・
大

岡
孝
夫 

三
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
永
福
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
２
７
‐
５
８
１
１
へ

（
先
着
順
）

�
介
護
者
教
室 

住
宅
改
修　

住
み
慣
れ
た
家

を
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
く
！

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

３０

４
時 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
和
泉
３
―
８
―　

）
１８

 

セ
ン
ト
ケ
ア
・
リ
フ
ォ
ー
ム

杉
並
・
赤
堀
祐
子 

区
内
在
住

の
方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　

永
福
�
５
３

２４

５
５
‐
３
５
１
８
へ
（
先
着
順
）

時
場

師

定

費

申

問
時

場

師

対

定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
８月２７日�午後１時～４時

荻窪保健センター
（〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１�３３９１‐００１５）

　【内容】ビデオ、もく浴実習、情報交換など【対象】区内在住で、当日
妊娠２８週以上の初産のカップル２６組【参加費】無料【申込み】往復ハガ
キに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定日を書いて、８月１２日 （必
着）までに同保健センターへ【その他】応募多数の場合、出産予定日な
どで調整あり

〈四宮ＩＴサロン（８・９月）〉
費　用日　　　時内　　　　　容
時間単位で
３００円（１時
間 延 長 ＝
２００円加算）

８月６日～９月２８日（８
月１３日を除く）の第２・４
水曜午前１０時～正午、毎
週土曜午後１時～３時

�ＩＴサロン（初心者対象の自習形式
のサロン）

２０００円

８月３日�午前１０時～正
午

お名前入り！ＭＹ便
せんを作ろう

�１日講座 ９月７日�午前１０時～正
午

あなたの名刺を作っ
てみよう

９月２１日�午前１０時～正
午

スキャナーで写真を
取り込もう

４０００円

�８月１０日・１７日、�９月
２１日・２８日（いずれも�）
午後１時～３時（計２回）

�さわってみようパソコン（パソコン
の基本、文字の入力）

８月２４日�・３１日�午後
１時～３時（計２回）

�電子メールを楽しもう（電子メール
の基本、写真や手紙を送ろう）

９月７日�・１４日�午後
１時～３時（計２回）

�インターネットを楽しもう（インタ
ーネットの基本、趣味やたのしみを調
べよう）

８月１７日�・２０日�午前
１０時～正午（計２回）

�はじめてのエクセル（エクセルの基
本、住所録作成にチャレンジ）

８月２７日�・３１日�午前
１０時～正午（計２回）

�はじめてのワード（ワードの基本、
旅日記作成にチャレンジ）

２５００円９月３日�午後３時３０分
～６時

�はじめてのデジカメ〈デジタルカメ
ラ〉（選び方・買い方）

６０００円

８月２０日�・２７日�午後
３時３０分～６時３０分（計
２回）

�デジカメを楽しもう（撮影の仕方・
取り込み・整理・保存・印刷）

９月１０日�・１７日�午後
３時３０分～６時３０分（計
２回）

�もっと知りたいデジカメ（補正・加
工・編集・メールで送る・みんなに公
開）
※�～�はテキスト代が別途かかります。

すぎなみ　しゃべり場
　友達が欲しい、おしゃべりしたい、ゲームを楽しみ
たいなどその日の気分で自由に過ごせる空間です。関
心のある方はお問い合わせください。
　 ７月２７日～９月２８日の水曜日（８月１７日、９月７
日を除く）午後６時～９時 産業商工会館（阿佐谷南
３‐２‐１９） １６歳～３５歳くらいの方 ・  社会教
育センター�３３１７‐６６２１�３３１７‐６６２０、�shakyo-
c@city.suginami.lg.jpへ

時
場

対 申 問
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●１０

国
勢
調
査
の
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

問
い
合
わ
せ
な
ど
へ
の
電

話
応
対
業
務
▽
期
間
＝
９
月　
２０

日
�
〜　

月　

日
�
（
八
時
間

１０

１０

勤
務
）
▽
勤
務
場
所
＝
杉
並
区

役
所
統
計
係
事
務
室
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ

１４

谷
ビ
ル
）▽
応
募
資
格
＝
休
日
・

夜
間
（
午
後
８
時
ま
で
）
の
勤

務
も
可
能
な
方
。
経
験
者
歓
迎

▽
賃
金
＝
日
額
六
六
四
〇
円 

事
前
に
電
話
で
連
絡
の
上
、
履

歴
書
持
参
に
よ
り
面
接 

区
民

生
活
部
管
理
課
統
計
係

育
児
休
業
代
替
等
の
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師

　
 

健
診
業
務
（
問
診
・
診
察
・

身
体
計
測
）
な
ど
▽
勤
務
時
間

な
ど
＝
月
〜
金
曜
日
の
週
二
〜

三
日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
▽
勤
務
場
所
＝
荻
窪

１５

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
）、高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）、高

２０

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）
▽
資
格
＝
保

２４

１５

健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方
▽

日
給
＝
一
万
八
〇
〇
円 

各
セ

ン
タ
ー
若
干
名 

・ 

電
話
で
、

８
月　

日
ま
で
に
、
勤
務
を
希

１０

望
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高

井
戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

内

申

問

内

定

申

問

６
）
へ

あ
な
た
の
詩
と
写
真
を

募
集
し
ま
す
―
杉
並
公
会

堂
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

　

夏
休
み
に
「
私
た
ち
の
す
ぎ

な
み
」
を
テ
ー
マ
に
詩
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
お
気

に
入
り
の
「
す
ぎ
な
み
」
を
写

真
に
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
開
館
す
る
杉
並
公
会
堂

で
、
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
･
谷
川

賢
作
さ
ん
と
皆
さ
ん
で
詩
の
朗

読
と
歌
と
映
像
に
よ
る
記
念
公

演
を
行
い
ま
す
。
応
募
作
品
の

中
か
ら
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
公

演
用
の
作
品
を
選
び
ま
す
。
一

緒
に
新
し
い
公
会
堂
の
開
館
を

祝
い
ま
し
ょ
う
。

　
 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
・
高
校
生 

９
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直

接
、
区
民
生
活
部
管
理
課
（
区

役
所
西
棟
七
階
）
へ
。
応
募
要

領
（
チ
ラ
シ
）
は
児
童
館
、
図

書
館
、
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、

区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す 

同
課
庶
務
係

高
円
寺
「
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
」
出
展
者

　

自
分
の
手
作
り
ア
ー
ト
作
品

の
展
示
・
販
売
を
す
る
作
家
を

募
集
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月
５
日
�
午
後
２
時
〜

１１

８
時
、
６
日
�
正
午
〜
午
後
６

時
（
予
定
） 

高
円
寺
北
会
議

室
（
高
円
寺
北
３
―　

―
９
）

２５

 

ア
ー
ト
活
動
で
生
計
を
立
て

よ
う
と
「
本
気
で
」
志
し
て
い

る
作
家
（
住
所
・
国
籍
・
性
別
・

年
齢
・
プ
ロ
・
ア
マ
な
ど
問
わ

ず
。
自
分
の
作
品
の
展
示
を
通

じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た

い
人
、
ま
た
は
作
る
喜
び
を
伝

対

申

問

時

場

対

え
た
い
人
） 

三
〇
〇
〇
円（
作

品
の
売
上
は
、
原
則
と
し
て
全

額
本
人
の
も
の
と
す
る
予
定
で

す
） 

作
品
の
内
容
が
わ
か
る

資
料
（
数
・
大
き
さ
・
作
品
に

対
す
る 
想 
い
・
だ
れ
に
見
せ
た

お
も

い
の
か
な
ど
）
に
活
動
歴
・
未

来
へ
の
意
欲
な
ど
も
書
い
て
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
年

齢
、連
絡
先（
住
所
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
添

え
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

で
に
ハ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト

実
行
委
員
会
・
渡
辺
（
〒　

‐
１６５

０
０
３
４
中
野
区
大
和
町
４
―

　

―　

）
へ
。
選
考
の
う
え
決

４２

１４

定
し
、
８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

通
知
し
ま
す
（
選
考
基
準
に
つ

い
て
お
答
え
は
で
き
ま
せ
ん
）

 

同
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐

７
９
３
５
�h

iro
s
h
i-w
@
p

o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

 

� 

h
ttp
://w
w
w
.h
e
a
rt-to

-

a
rt.n
e
t/
�
応
募
資
料
は
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
返

却
を
希
望
す
る
方
は
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い

�
杉
並
演
劇
祭 

演
目
企
画
案

　

自
分
た
ち
の
舞
台
を
多
く
の

区
民
の
皆
さ
ん
に 
観 
て
も
ら
い

み

た
い
と
考
え
て
い
る
劇
団
や
、

区
民
と
と
も
に
つ
く
る
区
民
参

加
型
の
演
劇
・
朗
読
な
ど
、
様

々
な
企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
美
し
い
日
本

語
を
伝
え
る
」「
命
の
大
切
さ
を

伝
え
る
」
で
す
。

　
 

開
催
期
間
＝　

年
３
月
３

１８

日
�
〜　

日
�
（
予
定
）
▽
応

１９

募
資
格
＝
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
お
よ
び
区
内
の
劇

団
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
（
一
〇
団

体
程
度
）
▽
上
演
予
定
会
場
＝

費

申

問

他

HP

内

高
円
寺
会
館
、
浜
田
山
会
館
ほ

か 

専
用
の
応
募
用
紙
に
企
画

内
容
な
ど
を
記
入
し
、
８
月　
２２

日
（
必
着
）
ま
で
に
文
化
・
交

流
協
会
文
化
係
（
〒　

‐
０
０

１６７

４
３
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
内
）
へ
▽
募
集
要
項
・
応
募

用
紙
＝
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
、
区
役
所
（
中
棟
二
階
文
化
・

交
流
課
、
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ

ョ
ッ
プ
）、地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
ほ
か
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://m
e
m
b

e
rs
.jc
o
m
.h
o
m
e
.n
e
.jp
/

s
u
g
ib
u
n
/

か
ら
も
取
り
出
せ

ま
す 

文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

 
和
田
図
書
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す

　

７
月　

日
�
か
ら
、
和
田
区

２５

民
集
会
所
内
（
和
田
２
―　

―
３１

　

）
に
図
書
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

２１ー
を
開
設
し
、
区
立
図
書
館
か

ら
本
を
取
り
寄
せ
て
お
貸
し
し

申

HP

問

ま
す
。

※
和
田
図
書
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
に
は
閲
覧
用
図
書
な
ど
の

蔵
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
 

開
設
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
（
日
曜
・
祝
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
▽
お
休
み
＝
毎

月
第
一
・
三
月
曜
日
、
第
三
木

曜
日 

貸
出
＝
備
え
付
け
の
リ

ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
出
し
て
く

だ
さ
い
（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp
://w
w
w
.lib
ra
r

y
.c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o

.jp
/

で
も
受
け
付
け
ま
す
※
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
）。借
り

る
時
は
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の（
区
民
証
・

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
▽
返
却
＝
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ

時
内

HP

い
。
時
間
外
は
返
却
ポ
ス
ト
へ

▽
貸
出
冊
数
＝
一
〇
冊
ま
で

（
Ｃ
Ｄ
は
対
象
外
）
▽
貸
出
期

間
＝
一
五
日
間 

中
央
図
書
館

�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４

さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
が 

便
利
に
な
り
ま
し
た

　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
、
７

月
か
ら
以
下
の
点
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

◇
集
会
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

共
通

　
「
空
き
を
探
す
」「
施
設
を
見

る
」（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
「
キ
ャ

ン
セ
ル
枠
開
放
の
案
内
」「
一
般

使
用
の
案
内
」も
）が
深
夜
時
間

帯
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参
照

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
毎
朝
午
前
４
時
〜
５
時
お
よ

び
毎
月
２
日
と　

日
の
午
前

２０

２
時
〜
５
時
は
参
照
で
き
ま

せ
ん
。

問

◇
集
会
施
設

�
料
金
納
付
前
は
、
延
長
の
入

力
・
取
消
が
随
時
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

�
当
日
利
用
の
み
、
利
用
し
た

い
施
設
に
直
接
電
話
で
予
約
申

込
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
除
外
施
設
＝
セ
シ
オ
ン
杉

並
ホ
ー
ル
、
勤
労
福
祉
会
館
ホ

ー
ル
、
ゆ
う
杉
並
、
児
童
館
、

科
学
館
）

※
利
用
目
的
、
利
用
方
法
に
よ

っ
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
 

集
会
施
設
＝
地
域
課
地
域

施
設
係
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
＝
社

会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育

係視
聴
覚
資
材
の
団
体
貸

出
―
液
晶
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３
―　
４０

問

―　

）
で
は
、
視
聴
覚
資
材
の

２３
団
体
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
出
資
材
と
し
て
、
新
た
に

「
液
晶
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
」
を
追
加
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

視
聴
覚
機
材
＝
�
液
晶
デ

ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
�　

ミ
１６

リ
映
写
機
�
８
ミ
リ
映
写
機
�

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
�　

ミ
リ
映

１６

写
機
用
交
換
レ
ン
ズ
�
オ
ー
バ

ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
�

ア
ン
プ
�
ス
ピ
ー
カ
ー
�
暗
幕

�
ス
ク
リ
ー
ン
▽
視
聴
覚
資
料

＝
映
画
フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド

フ
ィ
ル
ム
▽
貸
出
期
間
＝
五
日

以
内 

区
内
に
住
所
ま
た
は
事

務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
官
公

署
、
学
校
、
社
会
教
育
関
係
団

体
な
ど
で
、
図
書
館
に
団
体
登

録
し
た
団
体 

・ 

中
央
図
書

館
団
体
・
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
担

当
�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
へ

内
対

申

問

�ソフトボール　○さ 教室番号００２５
　 ９月６日～１０月１８日の毎週火曜日、午後７時～９時（計７回） 下高井戸運
動場 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ５０名（抽選） ２１００
円 往復ハガキ（８面記入例参照）に生年月日も書いて、８月９日（必着）まで
に下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ 同運動場�５３７４‐６１９１
 託児（３歳～就学前）あり

�卓球　○さ 教室番号００５２
　 ９月３０日～１１月１８日の毎週金曜日、午後１時～３時（計８回） 荻窪体育館
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ６０名（抽選） １６００円
 往復ハガキ（８面記入例参照）に生年月日も書いて、８月２日（必着）までに
荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０‐３３８１ 託児
（３歳～就学前）あり

�親子リズム体操　○さ 教室番号００９７
　 ９月９日～１０月２１日の毎週金曜日、午後３時～５時（計６回） 高円寺体育
館 ３歳～就学前の幼児とその親（区内在住・在勤・在学の方） １０組２０名（抽
選） １０００円 往復ハガキ（８面記入例参照）に生年月日も書いて、８月２日
（必着）までに高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ 同体育館
�３３１２‐０３１３ 車やバイクでの来館はご遠慮ください

�弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要です。安全に利用し
ていただくために、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定を受けて
ください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　 ８月２７日�＝弓道・８月２８日�＝アーチェリー／いずれも午前９時～午後１
時 上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１） 弓道またはアーチェ
リー経験のある方 各３６名 無料 ・ 電話で、上井草スポーツセンター�３３９０
‐５７０７へ（先着順）

時 場
対 定 費

申
問

他

時 場
対 定 費
申

問 他

時 場
対 定
費 申

問
他

時
場 対

定 費 申 問

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、７月２１日午前８時３０分からハガキ締切日までです。定員を超
えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

その他

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日
からです。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期
間のみの方＝区役所国保年金課国民年金係／国民年金の３号被保
険者期間のある方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方
＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各
種共済年金加入者に扶養されている配偶者

問
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

●１１

　

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
の
あ
る

午
後
、
一
人
の
男
が
区
役
所
近
く
の
青

梅
街
道
を
北
へ
と
渡
り
、
国
電
阿
佐
ケ

谷
駅
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た
。
大
声

で
呼
ば
れ
た
気
が
し
て
振
り
向
く
と
、

つ
い
今
し
方
ま
で
一
緒
に
い
た
男
が
、

南
側
の
歩
道
で
何
か
叫
ん
で
い
る
。
わ

ざ
わ
ざ
追
っ
て
き
た
様
子
だ
。
行
き
交

う
車
の
騒
音
で
言
葉
が
届
か
な
い
と
知

る
や
、
男
は
高
く
手
を
上
げ
、
指
を
四

本
立
て
て
見
せ
た
。
す
る
と
最
初
の
男

は
、
ぱ
っ
と
目
を
輝
か
せ
た
…
…
。

　

前
回
ま
で
に
引
き
続
い
て
、
今
回
も

東
京
ム
ー
ビ
ー
の
話
で
あ
る
。
大
人
気

作
品
「
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」
の
後
番
組

と
し
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
や
局
の
要
望
に

 
応 
え
て
手
堅
く
「
パ
ー
マ
ン
」
を
作
る

こ
た一

方
で
、
社
長
の
藤
岡
豊
さ
ん
は
次
の

冒
険
へ
の
挑
戦
を
始
め
て
い
た
。

　

冒
険
の
名
は「
巨
人
の
星
」。
少
年
マ

ガ
ジ
ン
に
連
載
中
だ
っ
た
原
作
マ
ン
ガ

は
、
星
飛
雄
馬
ら
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
、
実
在
の
球
団
や
野
球
選
手
も

登
場
さ
せ
て
の
虚
実
織
り
ま
ぜ
て
の
骨

太
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
で
、
読
者
を
夢
中

に
さ
せ
て
い
た
。

　
「
で
も
『
オ
バ
Ｑ
』
の
時
と
同
じ
で
、

『
あ
ん
な
大
人
向
き
の
マ
ン
ガ
を
ア
ニ

メ
に
し
て
も
、
絶
対
に
当
た
る
わ
け
が

な
い
』
と
あ
ち
こ
ち
で
言
わ
れ
た
ん
で

す
よ
」
と
話
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
総

務
部
に
い
ら
し
た
小
野
徳
治
さ
ん
だ
。

　

そ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
は
、
か
わ

い
い
感
じ
の
シ
ン
プ
ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
、
わ
か
り
や
す
い
一
話
完
結
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
基
本
だ
っ
た
。な
の
に「
巨

人
の
星
」
は
、
劇
画
調
の
リ
ア
ル
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
複

雑
な
連
続
も
の
だ
。
当
時
は
、
そ
ん
な

も
の
が
お
茶
の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

わ
け
が
な
い
と
思
わ
れ
た
の
だ
。

　

最
初
に
企
画
を
持
っ
て
い
っ
た
テ
レ

ビ
局
か
ら
は
断
ら
れ
、
大
阪
の
よ
み
う

り
テ
レ
ビ
が
乗
っ
て
く
れ
て
、
や
っ
と

放
送
が
実
現
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

脚
本
家
の
一
人
だ
っ
た
辻
真
先
さ
ん

（
私
事
で
す
が
、
筆
者
の
脚
本
の
先
生

で
す
）
に
よ
る
と
、
ア
ニ
メ
化
は
試
行

錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
。「
飛
雄
馬
が
ボ
ー

ル
を
投
げ
て
花
形
が
打
つ
ま
で
の
間
に

両
者
が
延
々
と
独
白
す
る
と
い
っ
た
場

面
を
、
そ
の
ま
ま
ア
ニ
メ
に
し
て
違
和

感
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
か
、
川
の
よ
う

に
流
れ
る
涙
を
動
画
に
し
て
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
と
か
…
…
。
一
つ
一
つ
ス
タ
ッ

フ
は
真
剣
に
悩
み
ま
し
た
」。

　

放
映
当
初
の
視
聴
率
は
低
か
っ
た
。

「
で
も
、
飛
雄
馬
た
ち
が
甲
子
園
に
向

か
う
あ
た
り
か
ら
、
面
白
い
よ
う
に
ぐ

ん
ぐ
ん
上
昇
し
ま
し
た
」。

　

冒
頭
に
書
い
た
の
は
、
南
阿
佐
ケ
谷

の
喫
茶
店
で
の
打
合
せ
か
ら
辻
さ
ん
が

退
出
し
た
直
後
に
、「
今
週
は
視
聴
率
が

一
気
に
４
％
も
上
が
っ
た
」
と
の
電
話

が
局
か
ら
入
り
、
企
画
文
芸
担
当
の
今

泉
俊
昭
さ
ん
が
一
刻
も
早
く
知
ら
せ
よ

う
と
追
い
か
け
た
場
面
だ
。
話
し
て
下

さ
っ
た
辻
さ
ん
は
「
今
な
お
あ
の
時
の

今
泉
さ
ん
の
笑
顔
が
目
に
焼
き
つ
い
て

い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

�

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

企
画
・
監
修
�
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
�
佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
�
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡忍
野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町
大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜（すぎ
な）」（神奈川県足柄下
郡湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

５８１９‐５５１２
（午前１０時～午後５
時、土・日曜・祝日を

除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

８月３１日までは
８２９５円

８月３１日までは
８４００円

８月３０日までは
休前日料金

８月１０日～１５日は
休前日料金

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者
手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入して
ください（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。
２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊
の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツ
ーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる
日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優
先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民
事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

９月５日～９日
※８月は休館
日なし

９月の利用申し込み＝研修使用日以外は、８
月１０日から使用日の前日まで、電話または
窓口で受け付けます。なお、８月１０日は電
話のみの受け付け（先着順）となります。
予約の取れた方には、使用承認書をお送り
します。この承認書は忘れずに現地施設に
ご持参ください。利用料金などは現地施設
でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川
荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日
本ツーリスト区役
所内営業所まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内営業所（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐
１５‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

介
護
保
険
制
度
の
一
部

改
正
（
施
設
給
付
の
見

直
し
）

　

介
護
保
険
制
度
の
一
部
改
正

に
と
も
な
い
、　

月
か
ら
介
護

１０

保
険
三
施
設
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
含
む
）
に
お
け
る
居
住
費
お

よ
び
食
費
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
）

に
お
け
る
食
費
に
つ
い
て
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
こ
れ
ま
で
保
険
で
給
付
さ
れ

て
い
た
、
居
住
費
お
よ
び
食
費

が
原
則
と
し
て
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

�
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担

段
階
を
設
け
、
所
得
が
低
い
方

に
対
し
て
は
、
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

�
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
も
、

一
部
基
準
額
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

※
介
護
保
険
三
施
設
と
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護

老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養

型
医
療
施
設
（
病
院
）
の
こ

と
で
す
。

　
 

介
護
保
険
課
給
付
係
�
５

３
０
７
‐
０
６
５
５

　

年
度
個
人
住
民
税
の

１７主
な
改
正

�
定
率
減
税
の
見
直
し

　

定
率
減
税
が
二
分
の
一
に
縮

減
さ
れ
ま
す
。
実
施
は　

年
度

１８

問

分
か
ら
で
、
控
除
（
減
税
）
額

は
、
所
得
割
額
の　

％
（
上
限

１５

四
万
円
）
か
ら
７
・
５
％
（
上

限
二
万
円
）
に
相
当
す
る
金
額

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

�　

歳
以
上
の
方
に 
係 
る
非
課

か
か

６５
税
措
置
の
廃
止

　
　

歳
以
上
の
方
（
前
年
の
合

６５
計
所
得
金
額
が
一
二
五
万
円
を

超
え
る
方
を
除
く
）
に
係
る
非

課
税
措
置
が　

年
度
分
か
ら
廃

１８

止
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、　

年
１
月
１
日
現

１７

在　

歳
以
上
の
方
は
、
段
階
的

６５
に
廃
止
さ
れ
、　

年
度
は
均
等

１８

割
と
所
得
割
の
税
額
の
三
分
の

一
課
税
、　

年
度
分
は
三
分
の

１９

二
課
税
、　

年
度
分
か
ら
全
額

２０

課
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
的
年
金
収
入
の
み

で
暮
ら
し
て
い
る
方
は
、
非
課

税
限
度
額
制
度
に
よ
り
、
廃
止

後
も
、
単
身
者
世
帯
は
合
計
所

得
金
額
一
五
五
万
円
以
下
、
配

偶
者
を
扶
養
し
て
い
る
夫
婦
世

帯
は
二
一
二
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
引
き
続
き
均
等
割
・
所
得

割
と
も
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

�
そ
の
他
の
改
正

　

証
券
税
制
な
ど
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
 

課
税
課

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

　
 

７
月　

日
�
〜　

日
�
午

２５

２７

前　

時
〜
午
後
４
時（
三
日
間
）

１１

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清

水
分
室
（
清
水
３
―　

―
４
）

２２

 

六
五
〇
〇
円
〜 

当
日
、
直

問時
場費

申

接
会
場
へ 

杉
並
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐

２
２
１
７

★
７
月　

日
は
レ
モ
ン
湯

３１

　

レ
モ
ン
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効

果
、
美
白
効
果
な
ど
多
く
の
薬

理
効
果
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

湯
上
り
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

香
り
高
い
レ
モ
ン
湯
を
お
楽
し

問

み
く
だ
さ
い
。

　

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

大
人
の
方
に
は
先
着
一
〇
〇
名

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
開
業
か
ら
終

３１

業
ま
で 

当
日
、
直
接
区
内
各

公
衆
浴
場
へ 

都
公
衆
浴
場
組

合
支
部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐

８
４
０
２
（
正
午
以
降
） 

h
t

tp
://s
e
n
to
u
.jp

時

申

問

HP

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
７
月
１

日
号
１
面
中
、「
詳
し
い
診
断

と
改
修
ア
ド
バ
イ
ス
費
用
」は
、

建
築
物
の
規
模
に
よ
り
一
五
万

円
か
ら
二
〇
万
円
か
か
り
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
区
が
一
〇
万
円
を

助
成
し
ま
す
の
で
、
本
人
負
担

は
五
万
円
か
ら
一
〇
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
築
課
監
察
・
防

災
係
へ
。

　

ま
た
、「
耐
震
改
修
費
用
の

助
成
」
に
は
、
詳
し
い
診
断
と

改
修
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
方

で
、
前
年
の
総
所
得
金
額
が
一

二
〇
〇
万
円
未
満
で
あ
る
こ

と
、
工
事
を
行
う
業
者
が
区
内

の
業
者
等
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
住
宅
課
住
宅
施
策
推
進
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
わ
び
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【記号】�＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP 杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万６２９０人（４増）
　男　／２４万９６２４人（３４増）
　女　／２６万６６６６人（３０減）
世帯／２８万０３４５　（１０５増）

外
国
人
登
録

人口／１万０７９０人（３９増）
　男　／　　５３２９人（５増）
　女　／　　５４６１人（３４増）
世帯／　　８７７３　（４３増）

１７年７月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万７０８０人（４３増）

◆８月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

２・２３日
午前９時～１０時３０分

２・９日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２２日午前９時３０分～
１０時３０分

２４日
午前９時～１０時

２５日午前９時３０分～
１０時１５分

５日
午後１時１５分～３時

４日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

４・１１・１８・２５日３・１０・１７・２４日３・１０・１７・２４日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１０日は午後１時１５分～、１７日は１時～、２４日は午前９時３０分～、

高井戸保健センターの１０日は午後１時～、上井草保健センターの１１日は午後１時～）

６日（事前申込制）１８日（事前申込制）１７日（事前申込制）１７日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

８日午後１時１５分～２時
３０分、２２・２３日午前９
時～１０時３０分

１０日午後１時１５分～２
時３０分、１１・２４日午
前９時～１０時３０分

４・１１日午後１時１５分～
２時３０分、９・２３日午前
９時～１０時３０分

５・１９日午後１時１５分～
２時３０分、８・２２日午前
９時～１０時３０分

１１・２５日午後１時１５分
～２時３０分、５・１９日午
前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１３日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１８日午後１時３０分～１９日午後１時３０分～１０日午後１時３０分～３日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

４日午後１時３０分～１０日午後１時３０分～１２・２５日午後１時３０分～４・２５日午後１時３０分～１０・１８日午後１時３０分～精神保健相談（無料）…
電話予約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。
※杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。

条
例
制
定
の
背
景

　

近
年
、犯
罪
は
後
を
絶
た
ず
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者

は
、
事
件
後
も
長
く
続
く
恐
怖

や
様
々
な
生
活
上
の
困
難
な

ど
、
大
き
な
苦
痛
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
被
害

者
は
、
支
援
の
仕
組
み
が
確
立

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
十
分
な

支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、
深
刻
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は　

年
１６

　

月
に
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

１２法
」
を
制
定
し
、
犯
罪
被
害
者

の
支
援
が
社
会
全
体
の
責
務
で

あ
り
、
地
方
公
共
団
体
も
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
区
で
は
、
被
害
者
支

援
の
基
本
理
念
を
は
じ
め
、
被

害
回
復
の
た
め
の
支
援
策
や
地

域
社
会
お
よ
び
関
係
機
関
と
協

働
し
た
支
援
活
動
な
ど
を
示

し
、
区
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
「（
仮

称
）
杉
並
区
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

条
例
の
主
な
内
容

◇ 
目
的

　

犯
罪
な
ど
の
被
害
者
支
援
に

関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
杉

並
区
お
よ
び
区
民
等
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
支

援
の
た
め
の
施
策
の
整
備
に
関

す
る
事
項
を
定
め
、
被
害
者
が

必
要
と
す
る
援
助
を
総
合
的
に

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

◇ 
基
本
理
念

　

支
援
は
、
犯
罪
被
害
者
の
人

権
と
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
の

保
障
を
第
一
に
、
生
活
上
の
苦

難
や
心
の
痛
み
か
ら
の
回
復
の

た
め
に
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
実
情
に
あ
っ
た
適
切
な

も
の
を
継
続
し
て
行
う
も
の
と

し
ま
す
。

◇
支
援
の
対
象
者

　

基
本
的
に
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
で
す
。

　

�
被
害
者
本
人
お
よ
び
家

族
・
遺
族
で
、
区
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
�
刑
法
犯
に
よ
り

心
身
に
著
し
い
被
害
を
受
け
て

い
る
�
警
察
署
へ
の
被
害
届
な

ど
、
客
観
的
に
被
害
を
受
け
た

こ
と
が
確
認
で
き
る

◇ 
総
合
支
援
窓
口
の
設
置

　

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
総
合

支
援
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

窓
口
に
は
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

を
配
置
し
、
面
接
・
電
話
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
被
害
者
な
ど

へ
の
情
報
提
供
、
助
言
、
支
援

計
画
策
定
、
手
続
き
の
代
行
、

警
察
署
や
病
院
等
へ
の
付
き
添

い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
支
援
員
制
度
の
創
設

　

支
援
は
、
多
様
な
施
策
を
継

続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
の
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
区
民

の
中
か
ら
「
犯
罪
被
害
者
支
援

員
」
を
養
成
し
、
地
域
の
中
で

支
援
の
輪
を
広
げ
る
仕
組
み
を

築
き
ま
す
。
支
援
員
に
は
、
守

秘
義
務
等
の
服
務
規
程
を
厳
守

の
う
え
で
、
相
談
、
情
報
提
供
、

付
添
な
ど
の
支
援
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

主
な
支
援
策

　

支
援
策
と
し
て
は
、
現
行
の

福
祉
や
住
宅
施
策
な
ど
を
見
直

す
こ
と
で
行
う
も
の
と
、
新
た

な
支
援
策
を
策
定
の
う
え
実
施

す
る
も
の
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

主
な
支
援
策
の
概
要
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

施
策
・
条
例
の
見
直
し

　

国
や
都
に
お
い
て
は
、
犯
罪

被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、

今
後
制
度
や
施
策
を
整
備
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、区
で
は
三
年
を
目
途
に
、

被
害
者
の
声
や
環
境
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
、
施
策
や
条
例

内
容
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

〈主　　な　　施　　策〉
内　　　　　　　　容対　　　象施　策

弁護士会などが行う被害者支援のための専門相談を紹介
します。また、必要に応じて面談への同行なども行います
�費用＝電話相談と初回面談は無料、以後有料

刑事手続きや法的手段に関
する相談を希望する方法律相談

区が所有する施設などのうち、利用可能な場所を一時住
居として提供します�期間＝１週間を限度（特別な場合
延長可）�費用＝原則無料（延長期間は有料）

安全確保などのために緊急
に新たな住居が必要と認め
られる方

短　

期
一時利
用住居 区が所有する施設などのうち、一定期間利用可能な場所

を提供します�期間＝１年間を限度に必要な期間（特別
な場合延長可）�費用＝原則当該施設の利用料

転居を必要としながら、安
全確保上の問題などで、す
ぐに民間賃貸住宅等への転
居が困難と認められる方

中　

期

区内不動産業者等との連携により、世帯の状況に応じた
賃貸住宅等を紹介します。

現在の住居に住み続けるこ
とが困難な方

民間賃貸住
宅あっせん

ヘルパー派遣計画を策定し、被害者支援に関する知識を
持ったヘルパーを派遣します。ただし、緊急を要する場合
は計画策定前でも派遣を行います�費用＝所得に応じて
有料（計画策定前で緊急を要する場合は１カ月まで無料）

被害者の傷害・死亡や裁判
所への出頭などにより、家
事や育児などが困難と認め
られる方

家事・育児
援助

被害を受けたことにより臨時的に必要となった経費の額
について、３０万円を限度に無利子で貸付を行います�償
還方法＝６カ月据え置き後、期間均等月賦

臨時的に経費が必要とな
り、資金償還が可能な方

経済的支援
（貸付金）

ご意見をお寄せください
�
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
案
の
概
要
閲
覧
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
意
見
提
出
用
紙
に
書
い
て
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
�
５
３
０
７
‐
０
６
８

１
で
８
月
３
日
�
ま
で
に
区
民
生
活
部
管
理
課

へ
。
�
ご
意
見
に
は
、
住
所
・
氏
名
（
在
勤
の

方
は
勤
務
先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は

学
校
名
と
所
在
地
も
）、事
業
者
は
事
業
所
の
名

称
、
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
�
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、

ご
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
７
月　

日
�
〜
８
月
３
日
�

２１☆

【
案
の
概
要
閲
覧
場
所
】
区
民
生
活
部
管
理
課

（
区
役
所
西
棟
七
階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所

西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
、
図
書
館

�
「（
仮
称
）
杉
並
区
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
�

区
で
は
、
不
幸
に
も
犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
々
の
、
権
利
や
生
活
を
守
る
た

め
の
支
援
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
、「
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
」
に
基
づ
く
区
民
意
見
の
提
出
手
続
に
よ
り
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、区
民
生
活
部
管
理
課
へ
。
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